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光格子時計のネットワーク化によ
る相対論的測地網への期待

アインシュタインの一般相対性理論
によれば，異なる高さに置かれた 2 台
の時計の進み方を比較すると，高いほ
うの時計は地球の重力ポテンシャルの
値が大きく，速く時を刻む（周波数が
高くなる）ことが知られています．こ
の原理を用いて，全国的に複数の遠隔
地に設置した光格子時計を光ファイバ
で接続し，その周波数差を遠隔比較す
る「相対論的な効果を使った標高差測
定（相対論的測地）」ネットワークが，
新しい超高精度時計の応用として注目
されています（図 2）．実は，この時
計に対する相対論的効果は，従来の原
子時計でもよく知られており，例えば，
高度 2 万kmといった軌道上にある人
工衛星に搭載された原子時計は，地球
の重力ポテンシャルが地表と比べて大
きいため，その周波数は，10-10程度地

表より高くなります．従来型原子時計
よりも精度が格段に向上した光格子時
計では，地表におけるわずかな重力ポ
テンシャルの違い（高さの違い）に由
来する相対論的効果を検出することを
可能にしました．宇宙空間といった巨
大な空間スケールでのみ顔を出した相
対論的効果を，光格子時計を媒介にし
て，日常の効果として認識できるよう
になった点が，これまでと決定的に異
なるといえます．現時点で世界最高精
度を実現している周波数精度 1 ×10-18

の光格子時計では，約 1 cm精度の標
高差に相当する重力ポテンシャルが検
出可能な精度を備えています（2）．光格
子時計ネットワークにより，各地の標
高を 1 cm精度で常時モニタすれば，
重力ポテンシャル計測に基づく水準点

（標高の基準）や，地殻変動の長期監
視など，光ファイバネットワークの新
たなインフラストラクチャへの展開が
期待できます．現在のGNSS（Global　

Navigation Satellite System）に
よる測地精度では困難な 1 cm精度の
標高差測定を検出可能になるだけでな
く，重力ポテンシャルに大きく影響を
与える巨大な質量の地下の物質の動
き，例えば，火山におけるマグマなど
の長期監視にも応用できるかもしれま
せん．また，光格子時計ネットワーク
は，このような量子センシングとして
の応用だけでなく，現在のGNSSが
提供しているような正確な周波数基準
配信の役割も果たすことはいうまでも
ありません．しかも，光格子時計ネッ
トワークの提供する周波数は “光領
域” にあることを思い返せば，極めて
正確な “光波長基準” にも姿を変えま
す．タイミングと波長が超高精度に同
期可能なインフラストラクチャをバッ
クボーンにすれば，既存の波長多重通
信に資するだけでなく，新しい光通信
アーキテクチャへの展開を促すプラッ
トフォームになることが期待できます．
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超高精度光周波数伝送 ･ 中継装
置(リピータ）

光格子時計ネットワークでは，複数
の光格子時計を光ファイバ接続し，そ
の周波数差を計測する必要があります
が，光ファイバはこのような超高精度
光周波数基準を伝送する媒体としては
脆弱です．敷設されている光ファイバ
には，日々の温度変化によるファイバ
の伸縮や，敷設環境に由来する振動な
どさまざまな雑音があり，伝送される
光周波数の精度劣化を引き起こしま
す．また，光通信で通常用いられる
ファイバアンプ等の増幅装置も周波数
精度を劣化させる原因となるため，使
用は困難です．このファイバ伝送に由
来する雑音を補償し，精度を維持する

と同時に，ファイバ伝送に伴う伝搬損
失をリカバリさせ，遠隔地へ伝送・中
継する装置が超高精度光周波数伝送・
中継装置（リピータ）です（図 3）．
リピータは，ファイバ雑音補償機能と
再生中継機能を 1 つの装置にまとめた
ものであり，ファイバ雑音補償された
光周波数を次の区間へ中継し，また
ファイバ雑音補償するという繰り返し

（カスケード）接続により，精度劣化
を可能な限り抑えて遠隔地へ伝送する
ことが可能です．また，超高精度光周
波数の伝送波長は，ストロンチウム光
格子時計の時計周波数に相当する698 
nm のちょうど 2 倍の波長である1397 
nm波長帯を用いました．波長が 2 倍
という関係により，波長変換デバイス
を 1 つ用いるという簡素な構成で，光

格子時計の光周波数基準をファイバ伝
送可能な波長帯に変換することが可能
です（3） ．

リピータにおける 2 つの主要機能を
実現するために，もっとも重要な部品
が光干渉計です．ファイバ雑音補償で
は，送信元の光と，ファイバ伝送後受
信先から同じファイバを逆向きに打ち
返されてきた光を干渉させ，伝送した
ファイバに由来する周波数雑音の情報
を検出し，その雑音と逆位相の雑音を
送信元の光に加えることによって，雑
音を補償します．また，再生中継では，
コピーしたい超高精度光周波数と，送
信用レーザを干渉させ，両者の周波数
差の情報を検出し，送信用レーザの周
波数をフィードバック制御することで，
周波数精度を送信用レーザにコピーし

図 2 　光格子時計のファイバネットワーク化による相対論的測地

周波数差
時計周波数

量子水準点
地殻変動
火山活動

地盤沈下・隆起

重力ポテンシャルが大きいところ（標高が高い場所）の時計は速く進むという一般相対性理論の効果を用いると，1×10-18の精度で光格子時計の周波数差を計測
した場合 1 cmの精度で標高差を検知できます．光ファイバ網で各地の光格子時計をつなぎネットワーク化することで，重力ポテンシャル計測に基づく水準点
（量子水準点）や地殻変動のモニタリングなど，新たなインフラストラクチャへの展開が期待できます．
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ます．従来のリピータで用いられてき
た光干渉計は，空間光学系やファイバ
カプラで構成されていましたが，光干
渉計自体が発する雑音を除去できない
という問題がありました．そこで，
NTT先端集積デバイス研究所が開発
した石英系平面光波回路（PLC）＊ 3 に

よる差動検波型マッハツェンダー干渉
計を用いることで，リピータが小型化
されるとともに，安定性や検出感度の
向上が実現されました．光路長が精密
に設計された干渉回路を光チップ内に
つくり込むことで，温度等の環境変動
にも強く，光干渉計自体に由来する雑
音を極限まで低減することに成功して
います．また，光干渉計の光の差動出
力を利用することにより光干渉信号の
差動検波を可能とし，検出感度の向上
を図っています． 

首都圏エリアにおける超高精度
光周波数伝送ファイバリンクの構
築と伝送精度評価

この光格子時計ネットワークの実現
に向けて，NTT物性科学基礎研究所
では，2015年より東京大学（東大）・
理化学研究所（理研）の香取研究室と
NTT東日本と連携し，フィールド実
証実験を行ってきました．現在，世界
最高精度レベルの光格子時計では，
10000秒以上の測定（データ積算）時
間で，周波数精度 1 ×10-18に到達しま
す．したがって，その光格子時計の精

図 3 　超高精度光周波数基準伝送・中継技術と集積型干渉計PLCチップ

中継レーザ

＊3	 �石英系平面光波回路：NTTが実用化してき
た光導波路技術で，光導波路をLSIと同様
のプロセスで製造でき，さまざまな干渉計
を集積することができます．PLCは製造の
自動化が可能であるため量産性に優れ量産
時のコスト低減効果が大きいという特徴と，
光ファイバと同じガラス素材で導波路を形
成できるため低損失で信頼性が高いという
特徴があります．
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度を劣化させずに伝送させるために，
光ファイバによる光伝送が10000秒よ
りも短い測定時間で周波数精度18桁に
到達することが必要不可欠です．さら
に，このような光格子時計の光伝送
ファイバネットワークを全国規模に敷
設することを想定すれば，そのファイ
バ距離の拡張性も重要な要素です．今
回私たちは，開発したリピータを用い
て県レベルの域内における光格子時計
ネットワークを想定し，理研和光本所
を基点に，東大本郷キャンパスを経由
して，NTT厚木研究開発センタまで，
複数の中継局（電話局）を接続した実
証実験用の超高精度光周波数伝送ファ

イバリンクを構築しました（図 ₄）．
中継局には，19インチラックサイズ 1
基に収まるようにコンパクト化した遠
隔制御可能なリピータシステムを設置
しました．伝送精度の評価は，超狭線
幅レーザを東大のリピータを経由して
厚木まで伝送させ，さらにもう同じ経
路の別の光ファイバを伝送させて東大
まで戻すファイバ長240 kmのループ
網を用いて行いました．東大におい
て，厚木へ送信した光周波数と，ルー
プ網により戻ってきた光周波数の干渉
をとり，その周波数安定度＊ 4 を計測
しました．送信した光と，ファイバ網
を経由して戻ってきた光の周波数差を

計測することで，伝送したファイバに
由来する雑音（どのくらい周波数精度
の劣化を引き起こしているか）が評価
できます．その結果， 1 秒間の計測時
間で 3 ×10-16，2600秒で 1 ×10-18の周
波数安定度および精度での伝送を実証
しました（4）．この周波数伝送安定度
は，世界最高精度レベルの光格子時計
の精度劣化を引き起こさないレベルで
あり，1 cm精度の相対論的測地応用
につながる成果です．これまでに，東

図 4 　首都圏エリア超高精度光周波数伝送ファイバリンクと伝送精度評価実験

灰色点線: カスケード接続なしの
場合に見積もられる安定度

＊4	 �周波数安定度：周波数がどれだけ正確かを
表す精度の指標の1つです．ある出力周波
数が一定時間内でどの程度一定であるかを
示します．



2₈ 2023.4

特	集 量子技術イノベーションに向けた取り組み

大・理研では，相対論的測地のもっと
も基本的な実験として，本郷（東大）
－和光（理研）間において，30 kmの
無中継ファイバ伝送による 2 台の光格
子時計の周波数比較を実現し，数cm
精度の遠隔地間標高差測定の原理実証
が行われています（5）．ファイバ伝搬損
失により無中継で伝送できるのは100 
kmまでが限度であり，今回実証した
リピータを介したカスケード中継方式
により，超高精度を保ったまま数100 
kmの県レベルや数1000 kmの全国レ
ベルにまで拡張可能性があることを実
証しました．

まとめと今後の展望

本稿では，世界最高性能の光格子時
計の有する光周波数を，その精度を損
なうことなく，200 kmを超える光ファ
イバ伝送が可能な超高精度光周波数基
準伝送技術について紹介しました．今
後，今回構築したファイバリンクを用
いて，和光および厚木に設置する光格
子時計の周波数比較実験を実施する予
定です．これにより，200 km級の遠
隔地間で，数cm精度の標高差を検知
する相対論的測地の実証に挑戦しま
す．さらに，光格子時計の全国規模の
ファイバネットワーク化を想定し，よ
り多中継で安定な運用が可能なリピー
タの開発を進め，この超高精度光周波
数基準のファイバ伝送技術を1000 km
級まで拡張する予定です．

本研究は，東京大学 香取秀俊教授
並びに牛島一朗講師，理化学研究所 
高本将男専任研究員並びに大前宣昭准
教授（現福岡大） と共同で行われまし

た．また，研究遂行にあたり，NTT
先端集積デバイス研究所 郷隆司博士

（現NTTエレクトロニクス），NTT物
性科学基礎研究所 石澤淳教授（現日
本大学）並びに後藤秀樹教授（現広島
大学）と協力して実施するとともに，
フィールド実証実験は，NTT東日本
と協力して実施しました．

本研究の一部は，日本学術振興会
（JSPS） 科 研 費 特 別 推 進 研 究
（JP16H06284）および科学技術振興
機構（JST）未来社会創造事業「ク
ラウド光格子時計による時空間情報基
盤の構築」（JPMJMI18A1）の支援を
受けました．
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光格子時計ネットワークの研究は，最
先端の基礎研究と現在のファイバネット
ワークへの実装技術の間に横たわる “死
の谷” を越え，ファイバネットワークに
新たな価値を創造する営みです．さらに，
究極のレーザ制御 ･ 光技術の研究に直結
します．多彩な顔を持つ豊かな研究トピッ
クのワクワク感を感じ取っていただけれ
ば嬉しいです．

◆問い合わせ先
NTT物性科学基礎研究所
  フロンティア機能物性研究部
  量子光デバイス研究グループ
TEL 046-240-3461
FAX 046-270-2358

  E-mail　katsuya.oguri.hf hco.ntt.co.jp
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量子コンピュータの能力を引き出す 
アルゴリズムとその検証技術 

量子アルゴリズム 量子情報処理量子コンピュータ

量子コンピュータは，既存の計算原理に基づく計算機の延長線上
では得られない超高速な計算を実現し，情報処理に革命を起こすと
期待されています．このためには，量子ハードウェアとともに，そ
の能力を引き出すための量子アルゴリズムが不可欠です．本稿では，
量子アルゴリズムとそれを支える量子回路最適化技術，および，そ
の実行の信頼性を高めるための検証技術に関する最近の成果につい
て紹介します． NTTコミュニケーション科学基礎研究所
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中核技術としての量子アルゴリズム

現代社会で使用されているコン
ピュータと同様に，量子コンピュータ
においても，ハードウェア上で走らせ
るソフトウェア（計算手順＝アルゴリ
ズム）の良し悪しが計算性能を大きく
左右します．この意味で，量子アルゴ
リズムは，量子コンピュータの有用性
を決定付ける中核技術といってよいで
しょう． 

古典問題を解く 
高速量子アルゴリズム

私たちの日常生活に密接に関係して
いる問題のほとんどは，量子の概念と
は一切関係のない問題（古典問題）で
す．もし，量子コンピュータを用いて，
既存の計算原理に基づくコンピュータ

（＝古典コンピュータ）よりも圧倒的に
速く，古典問題を解くことができれば，
私たちの生活・社会に大きなインパク
トを与えられると期待されています． 

これまでの研究により，量子コン
ピュータを用いて計算を高速化できる

古典問題が次々と明らかになってきま
した（1）．特に，衝突発見問題は，量子
ウォークに代表される，さまざまな量
子アルゴリズム技術を生み出す際に中
心的な役割を演じました．ここで生み
出されたアルゴリズム技術を基礎とし
て，行列乗算など応用上重要な多くの
古典問題に対する高速量子アルゴリズ
ムが考案されました．以降では，衝突
発見問題を例に，量子アルゴリズム技
術を，少し異なる観点，すなわち，情
報通信の安全性の観点から考えてみ 
ます．

高い計算能力を期待されている量子
コンピュータは，良いことに使われる
ばかりでなく，「暗号を破る」という
悪いことにも利用されるおそれがあり
ます．このため，近年，量子コンピュー
タによる強力な攻撃を考慮した，暗号
の安全性評価が求められています．こ
の安全性評価を行うためには，攻撃者
の攻撃能力を知る必要があり，した
がって，具体的な攻撃手法を考える必
要があります．量子コンピュータを用
いた攻撃手法とは，量子アルゴリズム

にほかなりません．
私たちは，これまで培ってきた量子

アルゴリズムの基礎技術を基に，暗号
の中核技術であるハッシュ関数に関し
て，量子コンピュータを用いた最高速
攻撃手法を考案しました（2）．

ハッシュ関数とは，長いデータを入
力として，短いデータを出力する関数
です．ただし，暗号では，出力データ
から入力データの推測が難しいものが
使われます．ハッシュ関数の応用範囲
はとても広く，例えば，電子署名や公
開鍵暗号など，私たちの生活に密着し
たものにも使われています．

では，ハッシュ関数に対する攻撃と
は何か，ということを「衝突」という
概念を用いて説明します．ハッシュ関
数 f により同じ値に移される複数の要
素を衝突と言います（図 1）．一般に，
ハッシュ関数 f により同じ値に移され
るℓ個の要素をℓ-衝突と言います．
また，ℓを衝突の多重度と言います．
例えば，図 1 の場合， 2 つの要素 i, j
が f によって，同じ値に移されている
ので，（i, j）は衝突であるといえます．
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衝突を発見できると，例えば，同じ
認証データを持つ別の文書に改ざんで
きてしまう可能性があります．このた
め，ハッシュ関数 f を暗号に使うため
には，衝突発見の困難性（=膨大な時
間を要するかどうか）を評価する必要
があります．この評価のために，衝突

を発見するアルゴリズムが必要となり
ます．私たちは，任意の多重度ℓに対
して，ℓ-衝突を発見する高速量子ア
ルゴリズムを考案しました（図 2）．
提案アルゴリズムの計算速度は，すべ
ての多重度において，理論限界を達成
しており，これにより，ハッシュ関数

を用いた暗号の，より正確な安全性評
価が可能になると期待されます． 
図 3は，各多重度（ℓ）に対する，

ハッシュ値の総数（N）と多重衝突を発
見するために要する時間の関係を既存
の手法と比較したものです．数学的に
は，N は，ハッシュ関数の値域のサ
イズです．多重度 2 の場合の計算時間
が両手法で同じ理由は，既存手法が理
論限界を達成しているからです．多重
度 3 以上では，すべての場合において，
既存手法より高速になっています．

具体的な数値例を考えてみます．多
重度ℓ＝ 3 ，ハッシュ値の総数 N が
2000 bit値の場合，既存手法の計算時
間に比べ，提案手法の計算時間は10億
倍程度高速になっています．

量子アルゴリズムを高速に実行する
には量子回路レベルでの最適化が必要
です．次に量子回路の最適化技術に関
する成果を紹介します．

量子回路のコンパイル技術

光子や電子など，どのような量子系
についても，その状態の変化の様子は
ユニタリ行列で表現されます．それゆ
えに，量子アルゴリズムから量子コン
ピュータに送られる「命令」も本質的
にはユニタリ行列のかたちで与えられ
ます．例えば，素因数分解を効率的に
解くことで知られるShorのアルゴリ
ズムに登場する重要な命令として，量
子フーリエ変換と呼ばれるユニタリ行
列が挙げられます．ところが，雑音に
弱いという量子系の特性から，それら
のユニタリ行列（が表現する状態変化）
を完全な精度で実現することはできま
せん．そこで通常は，高精度に実現で
きる数種類のユニタリ行列（これらを
基本ゲートと呼びます）を適切な順序
で実行することで所望のユニタリ行列
を実現します．したがって，（a）基本

2-衝突

f（ i）＝f（ j）

要素のペア（ i , j） が関数 fにより同じ値に移されるとき（f（ i）＝ f（ j）），ペア（ i , j） を2-衝突と言う．
同様に， fにより同じ値に移されるℓ個の要素をℓ-衝突と言う．（例えば，3-衝突の場合，f（ i）＝ f（ j）＝ f（k））

fi

j

図 1 　ハッシュ関数の衝突

部分集合 I⊂［N］をサンプルし， Iの像 f（ I）を計算（［N］≡｛1, …, N｝）
 Iの要素とともに2‒衝突を構成する部分集合 J⊂［N］\ I  を量子探索し，像 f（ J）を計算
 Iおよび Jの要素とともに3‒衝突を構成する要素 k∈［N］\（ I∪ J）を量子探索
得られた3‒衝突 （ i , j , k） を出力

1.
2.
3.
4.

［N］ ［N］

f（I） ：1‒衝突の像

f（J）：2‒衝突の像

f（k）：3‒衝突の像

I i

J j

k f

図 2 　量子アルゴリズムの動作（3-衝突発見問題の場合）

［HSX17］ A. Hosoyamada, Y. Sasaki, and K. Xagawa. Quantum multicollision-finding algorithm. In Proceedings of the 
23rd International Conference on the Theory and Application of Cryptology and Information Security, ASIACRYPT 2017, 
Part II, pp.179‒210, 2017.
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図 3 　�既存アルゴリズム［HSX17］との計算速度比較（各多重度（ℓ）に対する，ハッ
シュ値の総数（N）と多重衝突を発見するために要する時間の関係）
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ゲートの総数＝（b）命令数×（c）1 命令
分のユニタリ行列を実現するための基
本ゲート数，という関係が成り立ちま
す．量子アルゴリズムの実行時間はお
おむね（a）の基本ゲートの総数で見積
もることができるので，総数を減らす
ための最適化手法が数多く提案されて
きました．それらは大まかに，各々の
アルゴリズムの構造を活かして （b）の
命令数を削減する手法と，アルゴリズ
ムの構造とは独立に（c）の基本ゲート
数を削減する手法に分類することがで
きます．ここで，アルゴリズム設計時
に基本ゲートを 1 つの命令だとみなせ
ば，後者の最適化は不要に思われるか
もしれません．しかし，基本ゲートは
量子コンピュータをどのような量子系
で実装するかによって変わってくるこ
とと，個々の量子系に依存しない直感
的な命令群でアルゴリズムを設計した
いことを踏まえると，後者の最適化が
必須となります．

（c）の最適化では，連続自由度を持
つユニタリ行列を有限個の基本ゲート
の列で厳密に実現するのは不可能なの
で，許容誤差内で近似的に実現できる
基本ゲートの列を探索します（これを
コンパイルと呼びます）．適切に選ば
れた基本ゲートの十分長い列を用いれ
ば，任意のユニタリ行列を任意の精度
で実現できることが知られています．
したがって，そのような基本ゲートの
列のうち，与えられたユニタリ行列を
許容誤差内で近似できるもっとも短い
ものを出力することが（c）の最適化の
目標となります．多くの先行研究では
もっとも短い 1 つの基本ゲート列を探
索する（これを決定的コンパイルと呼
びます）ことを目標としていたのに対
し，近年，確率的に基本ゲート列を実
現する（これを確率的コンパイルと呼
びます）ことで，ゲート列の長さを増

やさずにユニタリ行列の近似誤差を改
善できることが発見されました．これ
は，同じ許容誤差の下では確率的コン
パイルを行うことで，従来の決定的コ
ンパイルと比較してより短い基本ゲー
ト列でユニタリ行列を近似できること
を意味します（図 4）．しかし，さま
ざまな関連研究がある一方，確率的コ
ンパイルの限界能力は分かっていませ
んでした．

今回私たちは，確率的コンパイルが
達成し得る近似誤差の理論限界を解明
しました（3）．また，効率的に実行でき
る確率的コンパイルの手順も考案し，
既存の確率的コンパイラと比較して，
最小の近似誤差を達成できることを理
論的に示しました．いくつかの具体的
な例で計算したところ，この確率的コ
ンパイラにより（c）の基本ゲート数を，
決定的コンパイラの場合と比較して，
50％程度削減できることも分かりまし
た．確率的コンパイルを解析するため
の理論は，コンパイルにおいて実用的
な価値があるだけでなく，今後，古典・
量子ハイブリッド型の情報処理を探求

していくうえで，幅広い応用が期待さ
れています．

量子アルゴリズムの実行の信頼性を
高めるためには，コンパイラで得られ
た量子回路が実際のデバイスでどの程
度正確に実現されているかを検証する
必要があります．

量子コンピュータの検証技術

量子コンピュータは，雑音等に起因
するエラーが発生しやすいという性質
があります．発生したエラーに対処す
るための代表的な 2 つの手法として，

「量子エラー訂正・抑制」と「量子計
算の検証」があります．これら 2 つの
手法は，お互いの欠点を補い合う相補
的な関係にあります．量子エラー訂
正・抑制はエラーが発生した際に訂正
または抑制できる代わりに，どのよう
なエラーがどの程度発生しているのか
をある程度知っている必要がありま
す．一方で，量子計算の検証はエラー
が未知の場合でも適用可能ですが，エ
ラーを訂正することはできず，量子コ
ンピュータの計算結果にエラーが発生

与えられたユニタリ行列
決定的コンパイル

（a）　決定的コンパイルでは，与えられたユニタリ行列を許容誤差内で近似する
 基本ゲート列のうち最短のものを1つ見つけることが目標である

（b）　基本ゲート列を確率的に実現する確率的コンパイルを行うことで，
 許容誤差を変えずに基本ゲートを削減できる

基本ゲートの列

与えられたユニタリ行列 確率的コンパイル

p1

p2

p3

基本ゲートの列確率分布

YU
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図 4 　確率的コンパイルによる基本ゲート数の削減
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しているかどうかを判断することしか
できません．しかし，エラーの有無を
判断できれば，エラーが発生していな
いときの計算結果だけを抽出すること
で正しい計算結果を知ることができる
ため，有用なエラー対処法になり得ま
す．特に，遠隔地の量子コンピュータ
に通信を介してアクセスするクラウド
量子計算ではエラーが未知の場合が多
いため，量子計算の検証が威力を発揮
します．また，近年では，量子計算の
検証を量子エラー抑制に応用するとい
う研究も行われています．以降では，
量子計算の検証に関する最近の私たち
の成果について紹介します．

これまで，量子計算の検証を行うた
めのさまざまなプロトコルが提案され
てきましたが，そのほぼすべてがエラー
訂正可能な大規模量子コンピュータを
想定したものでした．一方で，現在実
現している，また今後数年間で実現す
ると予想されている量子コンピュータ
は NISQ（Noisy Intermediate-
Scale Quantum）コンピュータと呼
ばれており，エラー訂正を行う能力が
ありません．そこで，このギャップを
埋めるため，私たちはNISQコンピュー
タ用の検証手法を構築するという研究
に取り組みました（4）．単純な検証手法
では，NISQコンピュータを検証する

ためには，それと同サイズの別の量子
コンピュータが必要になってしまいま
す．ここでは，量子コンピュータのサ
イズは扱える量子ビット数を意味して
います．この問題を解決するために，
私たちは検証用の量子コンピュータを
2 つの小規模量子デバイスに分割する
というアイデアを用いました（図 5）．
その結果，NISQコンピュータを小規
模量子デバイスで効率良く検証する新
規な手法を提案することに成功しま 
した．

今後の展開

本稿で紹介した技術は，さまざまな
サイズの量子コンピュータに適用でき
るスケーラブルな技術です．これを可
能にしているのは，私たちが得意とす
る数理科学的アプローチです．今後，
量子コンピュータの開発が進むにした
がい，このようなスケーラブルな技術
は，ますます重要になってきますが，
今なお解明すべき点が多いのが実情で
す．私たちは，引き続き必要な基礎技
術構築に取り組んでいきます．
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図 5 　NISQコンピュータを検証するための私たちの手法
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NTT研究所は，爆発的に増大するデー
タを，ネットワーク上で超高速に分析 ・
処理するため，量子コンピュータのハー
ドウェアから超高速計算能力を引き出す
ことを可能にする基礎理論の確立に貢献
します．
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量子鍵配送の高性能化に向けた取り組み

高次元化 エラー耐性向上量子鍵配送

暗号技術は通信ネットワークを安全に使うために必要不可欠で
す．量子鍵配送（QKD）という量子力学の性質を利用した手法を
用いると，究極的に安全な暗号通信を実現できます．NTTでは
QKDによる安全なネットワーク実現に向けて，安全性解析などの
理論から光の量子状態制御実験など，幅広い領域で研究を進めてい
ます．本稿では，最新の取り組みである多値情報を用いたQKD（高
次元QKD）と，そのエラー耐性向上技術について紹介します．

NTT物性科学基礎研究所†1
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量子鍵配送技術とNTTの取り組み

インターネットを安全に利用するに
は情報の暗号化が必要不可欠です．例
えば，オンラインショッピングでクレ
ジットカード情報を暗号化せずに送信
してしまうと，悪意ある盗聴者に情報
を盗まれるかもしれません．現代では，
このような場合にRSA暗号などの公
開鍵暗号方式が利用されています．こ
れは，現代コンピュータでは計算が難
しい問題を利用した暗号（計算量的安
全性）ですが，近年さかんに研究され
ている量子コンピュータが実現すると
容易に解読できることが知られていま
す．一方，共通鍵暗号方式の 1 つに，
ワンタイムパッド暗号という手法があ
ります．この暗号は計算が難しいので
はなく，解くための情報が足りないと
いう状況を利用した暗号（情報理論的
安全性）で，どのようなコンピュータ
を用いても解読が不可能です．しか

し，この解くための情報が足りないと
いう状況をつくるために大きな制約が
存在します．通信では情報を 0 と 1 の
ビットとして送信しますが，ワンタイ
ムパッド暗号が安全であるには，本来
送信したい情報と同じ長さの乱数＊ 1

（秘密鍵）を送受信者だけが知ってい
る必要があります．直観的にはこの秘
密鍵の共有方法があるなら，本来送信
したい情報をその手法で送ればよく，
限られた状況でしか使えない暗号にみ
えます．

この課題を解決する技術が量子鍵配
送（QKD）です．図1のように，QKD
では量子状態をコピーしようとすると
状態が変化することを利用して，情報

がどの程度外部に漏洩したかを見積も
ることができます．通信路で一切漏洩
しないわけではないため，暗号化した
い情報を直接送ることはできません．
しかし，漏れても意味のない乱数を送
信すれば，後から漏洩分の情報を消去
することで外部漏洩のおそれのない秘
密鍵をつくることが可能です．この秘
密鍵をワンタイムパッド暗号と組み合
わせれば，解読不可能な暗号通信を実
現できることになります．

近年報道などでもよく目にするよう
になったQKDですが，1984年の最初
の提案（1）から約40年もの間研究が続い
ている技術です．NTTにおいても，
理論的な安全性解析や実装実験に加

＊1	 �乱数：事前に予測することが不可能なラン
ダムな数値．

乱数を送信

盗聴者

コピーすると状態が変化

光子

漏洩した情報量を
検知&消去

図 1 　QKDの模式図
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え，独自のプロトコルである差動位相
シフトQKDの提案実証など，長年に
わたり研究を続けてきました（2）．今回
は，最新の取り組みである高次元
QKDと，そのエラー耐性向上技術に
ついて紹介します．

高次元QKDとスケーラブルな
測定装置

高次元QKDは，高次元量子状態と
呼ばれる量子状態を用いることで，
QKDの通信速度にあたる秘密鍵生成
率を向上させる技術です．従来型の
QKDでは， 0 と 1 の情報を光の量子
状態で表現した量子ビットを利用しま
す．私たちが研究しているタイムビン
量子状態の場合， 2 つの時間位置を考
えて，そのどちらに光子＊ 2 が存在す
るかで情報を表現します（図 2左）．
一方，ビットではなく0, 1, 2, …, と多
値の情報を表現することで，光子当り
の情報量を増加させることが可能です

（図 2 右）．このような多値の情報を扱
う状態が高次元量子状態であり，通常

の光通信でのPAM＊ 3 やQAM＊ 4 など
に類似したコンセプトといえます．実
際に， 4 つの時間位置を利用した 4 次
元タイムビン量子状態を使って，
QKDとしては非常に高速な26.2 Mbit/
sの秘密鍵生成が報告されています（3）．

先ほど説明したように，安全な鍵共
有を行うには，送信した乱数がどの程
度外部に漏れたかを見積もることが重
要です．このために，QKDではいわ
ゆる重ね合わせ状態を利用します．量
子ビットの場合は 0 か 1 かが本質的に
分からないような状態，高次元の場合
は0, 1, 2, …のどの値であるかが本質
的に分からないような状態です（図
₃）．中でも特に，相互不偏というあ
る特殊な関係にある重ね合わせ状態を
利用することで，送信した乱数がどの
程度外部に漏れたかを見積もることが
できます．d 次元の場合，この特殊な
関 係 に あ る 状 態 の 測 定 は 最 大 で

（d+ 1 ）種類行うことが可能です．先
ほどの26.2 Mbit/sの鍵生成実験で
は， 2 種類の測定を使って乱数がどの
程度外部に漏れたかを見積もっていま
す．一方で，（d+ 1 ）種類の測定が実

装できれば，通信路での量子状態の変
化についてさらに多くの情報を得るこ
とができます．そのため，外部に漏れ
た情報をより正確に見積もることで，
鍵生成率の改善が可能です．つまり，
よりエラーに強い高次元QKDが実現
できます．

今回NTTでは，この（d+ 1 ）種類
の測定を，タイムビン量子状態に対し
てスケーラブルに実装する手法を提
案・実証しました（4）．タイムビン量子
状態の測定には，遅延マッハツェン
ダー干渉計＊ 5 （MZI）や光子検出器
を利用します．先行研究では 2 種類の
測定の実装だけでも，（d－ 1 ）個の
MZIと（d+ 1 ）個の光子検出器が必
要でした．今回の提案手法を用いる
と，d ＝2N の場合ではN 個のMZI，
さらに，d に関係なく 3 個の光子検出
器と 1 台の光位相変調器を使うこと
で，（d+ 1 ）種類の測定をすべて実装
することができます（図 ₄）．実際に
4 次元タイムビン量子状態に対する 5
種類の測定を行い，秘密鍵生成に必要
なしきい値よりも十分小さなエラー
レートの観測に成功しました（図 ₅）．

＊2	 �光子：光を極限的に弱めたときに観測でき
る，光のエネルギーの最小単位．素粒子の
一種．

＊3	 �PAM：パルス振幅変調の略称．光や電波の
振幅を複数の値に設定して情報を表現し，
通信を高速化する手法．

＊4	 �QAM：直交振幅変調の略称．光や電波の振
幅と位相両方を利用して情報を表現し，通
信を高速化する手法．

＊5	 �遅延マッハツェンダー干渉計：光を二分岐
した後，一方に時間遅延を与えてから合波
する光干渉計．タイムビン量子状態の測定
や，光通信の差動位相検波などに用いられ
ます．

重ね合わせ状態

0でもあり1でもある

タイムビン量子ビットの場合 高次元量子状態の場合

00, 01, 10, 11の
重ね合わせ

t0 t1 t0 t1 t2 t3

図 3 　重ね合わせ状態の模式図

高次元化
　  （多値化）

高次元タイムビン量子状態

タイムビン量子ビット

従来型QKDで利用

bit 0

t0 に光子が存在 t1 に光子が存在

t0 に光子が存在 t1 に光子が存在

t2 に光子が存在 t3 に光子が存在

bit 1

t0 t1 t0 t1

bit 00

bit 10

bit 01

bit 11

t0 t1 t2 t3 t0 t1 t2 t3

t0 t1 t2 t3 t0 t1 t2 t3

図 2 　タイムビン量子状態の模式図



2023.4 35

特 集

したがって，今後この測定装置を利用
することで，エラーに強い高次元
QKDの実装が期待できます．

安全性証明の拡張

先ほど（d+ 1 ）種類の測定により，
エラーに強い高次元QKDが実現でき
ると説明しました．しかしながらこの
手法で厳密に安全性を示すことができ
るのは，d が素数（2, 3, 5, …）の場
合に限られていました．そのため，今
回実装した 4 次元の場合は当てはまら
ず，このままでは厳密な安全性を保証
できません．そこで今回，既存の安全
性証明（5）の素数の累乗次元（2,4,8や
3,9,27など）への拡張にも取り組みま
した．安全性証明では，量子状態に対
する操作を記述する演算子というもの
を利用します．実は既存の安全性証明
で使われていた演算子に対応して，符
号理論などで利用されるガロア体＊ 6

を利用して一般化した演算子が存在す
ることが知られています（6）．ガロア体
はd が素数の累乗の場合に用いること
が可能なため，この一般化した演算子
を使って既存の証明を拡張すること
で，素数の累乗次元でも厳密な安全性
を示すことができました．これにより，
先ほどの 4 次元の測定装置を使った高
次元QKDでも，安全性を保証するこ
とが可能になります．

実用的なQKDシステムに向けて

QKDの高性能化に向けたNTTの最
近の取り組みとして，高次元QKDと
そのエラー耐性向上技術について紹介
しました．今回私たちが行ったのは，
そのようなQKDのための状態生成装
置と測定装置に関する実証実験です．
実際にQKDを行うためのシステムと

して実装するためには，有限長解析と
して知られる統計誤差の影響の取り込
みなど，まださまざまな課題が残って
います．また，原理の説明で紹介した
相互不偏という性質はQKD以外の量
子通信・量子情報処理でも現れるた
め，提案装置のQKD以外への応用探
索も重要な課題です．今回は高次元状
態を使ったアプローチの紹介でしたが，
これに限らずNTTでは今後も量子技
術の高性能化に向けて精力的に取り組
んでいきます．

■参考文献
（1）	 C. H. Bennett and G. Brassard: “Quantum 

Cryptography: Public Key Distribution and 
Coin Tossing,”  in Proceedings of IEEE 
International Conference on Computers 
Systems and Signal Processing, pp. 175–179, 
1984.

（2）	 特集：“量子暗号,” NTT技術ジャーナル, 
Vol.23, No.6, pp.38–66, 2011. 

（3）	 N. T. Islam, C. C.W. Lim, C. Cahall, J. Kim, 
and D. J. Gauthier: “Provably secure and 
high-rate quantum key distribution with 
time-bin qudits,” Sci. Adv., Vol.3, No.11, 
e1701491, 2017.

（4）	 T. Ikuta, S. Akibue, Y. Yonezu, T. Honjo, H. 
T a k e s u e ,  a n d  K .  I n o u e : “S c a l a b l e 
implementation of （d+1） mutually unbiased 
bases for d-dimensional quantum key 
distribution,” Phys. Rev. Res., Vol.4, No.4, 
L042007, 2022.

（5）	 L. Sheridan and V. Scarani: “Security proof 
for quantum key distribution using qudit 
systems,” Phys. Rev. A, Vol.82, No.3, 030301

（R）, 2010.
（6）	 T. Durt, B.-G. Englert, I. Bengtsson, and K. 

Życzkowski : “On mutual ly  unbiased 
bases,” Intl. J. Quantum Inf., Vol.8, No.4, 
pp.535–640, 2010.

（左から）�生田  拓也/ 秋笛  清石

量子情報は量子光学などの物理から，
その符号化や安全性証明などの情報理論
的な話まで幅広いトピックが合わさった
面白い分野です．さまざまな研究所が集
まるNTTの強みを活かして今後も挑戦を
続けていきます．

◆問い合わせ先
NTT物性科学基礎研究所
	 �量子科学イノベーション研究部 � 	
量子光制御研究グループ
TEL　046-240-3463
FAX　046-240-4726
E-mail　takuya.ikuta ntt.com

＊6	 �ガロア体：有限個の要素の中で四則演算（＋, 
−, ×, ÷）が適切に行えるように計算ルー
ルを定めた集合．有限体とも呼ばれます．

位相変調器 MZI

光遅延線

光遅延線
（1 ns）

MZI
単一光子検出器（500 ns）

図 4 　実験で用いた 4 次元タイムビン量子状態に対する測定装置
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量子インターネットに向けて

量子中継 全光

アプローチ
量子インター

ネット

量子インターネットは地球上の任意のクライアント間での量子通
信を可能にするだけでなく，量子計算や量子計測，さらには量子多
体系のシミュレーションまでをも包含するパラダイムで，その構築
は分野の長期的課題であり，究極的挑戦といえます．本稿では，量
子インターネットとは何か，実現には何が必要か，また最近の分野
での取り組みについて解説します． NTT物性科学基礎研究所

東
あずま

　　浩
こうじ

司

は じ め に

現代物理学において，素粒子レベル
から宇宙に至るまでのさまざまな自然
現象を，もっとも精巧に記述するのは
量子力学であるとされています．量子
力学は，起こり得る事象が生じる確率
を言い当てるだけで古典力学が与えて
きた決定論的世界観を包含する，より
一般性が高いものとなっています．事
実，決定論的世界観で構築された理論
があったとしても，それを量子化する
ことは，現代物理学における基本的な
取り組みの 1つであり続けています．
前世紀末からは，そのような量子力学
の枠組みで許される情報処理，すなわ
ち量子情報処理の可能性が考察され始
め，今となっては量子情報処理が，従
来の情報処理の枠組みを包含するのみ
ならず，その枠組みでは困難とされる
情報処理タスクまでをも可能にするこ
とが分かっています．
例えば，量子コンピュータは，現在
のコンピュータでは難しいとされる大
きな整数の素因数分解を効率的に行う
ことができます．そのため，量子コン
ピュータが実現され，もしそれが盗聴

者の手に渡れば，日常生活でもっとも
利用されているRSA暗号の安全性を
脅かします．他方，量子鍵配送（QKD）
は，たとえ盗聴者が量子力学で許され
る任意の盗聴行為を行ったとしても
（つまり，任意のサイズの量子コン
ピュータに基づく盗聴行為に対しても）
情報理論的に安全な暗号通信を提供し
ます．つまり，量子力学が自然界の正
しい記述である限り，そのような量子
力学で許される量子情報処理が，実現
可能な情報処理の究極形であると考え
られます．
では，そのような量子情報処理の究

極形とはなんでしょうか．現在のイン
ターネットが地球上の最大の情報処理
ネットワークであるととらえるならば，

その量子版である「量子インターネッ
ト（1）」は，究極の情報処理ネットワー
クとなるはずです．本稿では，量子イ
ンターネットとは何か，実現には何が
必要か，また最近の分野での取り組み
について解説します（詳細は包括的総
説論文（2）を参照）．

量子インターネットとは

量子インターネットは，（量子コン
ピュータや量子メモリなどの）量子情
報処理ノードを，（光ファイバや自由
空間などの）量子通信路で結びつけた
地球規模の量子情報処理ネットワーク
で（図 1），地球上の任意のクライア
ントの，さまざまな量子情報処理タス
クの実行を可能にします．このような

A

B
C1

C5

C2

C3 C4

C6C7

C8

C9

C10
C11

C12

C13

C14

C15

C16

C17

C18

図1 量子ネットワークの模式図

量子情報処理ノード（量子コンピュータや量子メモリなど）
量子通信路（光ファイバや自由空間など）

※図はすべてそのまま掲載
でお願いします

図 1 　量子ネットワークの模式図
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量子インターネットは，現在のインター
ネットの粋を超えたさまざまな応用を
持っています（3）．例えば，それはネッ
トワーク上の任意のユーザ間での量子
鍵配送を可能にします．そのため，国
民投票や首脳会談，金融取引，遺伝情
報や生体情報のやり取りが可能になり
ます．また，量子インターネットは，
量子テレポーテーションによって未知
の量子系の情報を遠く離れた地点に光
速で忠実に転送することも可能にしま
す．これは，分散型量子計算，クラウ
ド量子計算，あるいは量子コンピュー
タネットワーク構築の基礎となりま
す．さらに量子インターネットは，現
存するもっとも高い精度の時計である
原子時計を正確かつ秘密裏に同期する
ことにも利用でき，安定で正確で安全
な世界時計の共有を可能にし，高精度
のナビゲーションシステムへの応用も
期待できます．ほかにも，望遠鏡アレ
イの長基線化を可能にするため，天文
学の発展にも貢献します．

量子インターネットを構築する
には

では，どのように量子インターネッ
トを構築すればよいのでしょうか．量
子インターネットの役割は，クライア
ントに対し，「量子もつれ」を効率的
に配布することです．量子もつれは，
原子や光子などの量子系でしか持つこ
とができず，古典力学や従来の情報理
論の枠組みでは説明がつかない奇妙な
相関です．この量子もつれは元々，ア
インシュタイン，ポドルスキー，ロー
ゼンによって，量子力学が局所実在論
と相容れない予想を含むことを指摘す
る際に利用された状態で，ある意味，
量子力学の正当性を批判するために引
き合いに出されました（4）．しかし，皮
肉なことに，結果的には量子もつれの
存在は実験で再三確認されてきまし

た．2022年には，この実証実験を行っ
てきたアスペ，クラウザー，ザイリン
ガーの 3名にノーベル物理学賞が授与
されました（5）．さらに現在では，その
量子もつれは量子通信だけでなく，量
子計算の実行をも可能にする万能リ
ソースであることが明らかにされてい
ます．したがって，そのようなリソー
スとしての量子もつれを効率的に配る
役割を担うことで，量子インターネッ
トはクライアントにさまざまな機能を
提供することをめざすことになります．
実際には，欧州のSECOQCネット

ワーク，日本の東京QKDネットワー
ク，中国の2000 kmに及ぶ上海・北京
ネットワークのように，量子鍵配送を
目的とする量子ネットワーク自体は世
界各地で構築されてきました．しか
し，これらのネットワーク中のノード
は，量子情報処理ノードではなく，た
とえ量子的な信号を入力として受け
取ったとしても，それを古典的な信号
に落としてから処理する能力しかない
「古典的」な情報処理ノードです．そ
のため，それらのネットワークは，ネッ
トワーク中の任意のノード間に量子も
つれを配ることはできず，たとえ量子
鍵配送だけを行うことに特化しても，
すべてのノードが信頼できる状況でな
い限り，安全な秘密鍵の配送はできま
せん．この意味で，それら既存のネッ
トワークはトラステッドノードネット
ワークと分類され，量子インターネッ
トと区別されます．
他方，クライアント間を量子通信路

で全結合する，すなわちすべてのクラ
イアントがポイント・ツー・ポイント
で量子通信を行うのであれば，安全な
量子鍵配送ネットワークになります．
しかし，このようなネットワークを地
球規模に拡大するのはコストや効率と
いう観点から現実的ではありません．
例えば，量子通信路として光ファイバ

を用いた場合，その透過率はその長さ
に対して指数関数的に減少します．具
体的には，送信者が発した，量子情報
が埋め込まれた単一光子レベルの光
が，受信者に検出される確率は，標準
的な光ファイバの透過率を考慮するだ
けで，50 kmで約10％，100 kmで約
1％，150 kmで約0.1％というように，
50 kmごとに約0.1倍となっていきま
す．したがって，たとえ1 GHzクロッ
クで動作するシステムであったとして
も，1000 kmの光ファイバを通じてポ
イント・ツー・ポイントの量子通信を
行う場合，送受信者が 1対の量子もつ
れを得るのに必要な時間の期待値は
100年オーダとなり，これは現実的で
はありません．したがって，ポイント・
ツー・ポイント量子通信だけでは，量
子インターネットは実現できず，それ
を実現するためには，量子中継（6），（7）

が必要とされます．

量子中継とは

従来の通信においても，送信者と受
信者の距離が離れている場合は，送受
信者はポイント・ツー・ポイントで結
ばれているわけではなく，送受信者間
に設置された中継器を利用していま
す．ここでの中継器の役割は，弱まっ
た受信信号を増強し，次の中継器（あ
るいは受信者）に向け，信号を再発信
することにあります．しかし，この原
理は量子の世界では通用しません．な
ぜなら，量子複製不可能定理（8）によ
り，量子的な信号の複製や増幅が原理
的にも禁止されているからです．ゆえ
に量子中継は，そのような信号増幅に
基づきません．
量子中継では，中継器を利用して，

主に「量子もつれ生成」と「量子もつ
れスワッピング」という操作を行いま
す．量子メモリ方式（6）では（図 2），
物質量子メモリと量子インタフェース
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を内蔵した量子中継器を光ファイバで
結び，最近接中継器間で光子をやり取
りすることで，最近接中継地点を結ぶ
量子もつれの生成を試み，生成に成功
したら，その量子もつれを物質量子メ
モリに保存しておきます（量子もつれ
生成）．この量子もつれ生成を成功す
るまで繰り返すことで，すべての最近
接中継地点間が量子もつれで結ばれた
ら，中継器内の量子もつれの片割れの
対にベル測定を施すことで，最近接中
継地点を結んでいた量子もつれを，送
受信者を直接結ぶ量子もつれへと変換
します（量子もつれスワッピング）．
このように，量子メモリ方式では量子
もつれ生成を行い，その後量子もつれ
スワッピングを行います．
他方，全光方式（7）は（図 3），量子
もつれスワッピングに対応する操作を
最初に行い，その後量子もつれ生成を
行うという時間反転方式に基づきま
す．具体的には，全光方式では各中継
地点において，量子もつれスワッピン
グを実装するために，「グラフ状態」

と呼ばれる量子もつれ状態にある光子
を準備します．ここで準備されたグラ
フ状態にある光子は，光ファイバを通
じて最近接中継地点に分配され，それ
を受け取った中継器は，量子もつれ生
成操作を施し，成功・失敗に応じて残
りの光子を測定すると，高い確率で送
受信者間に量子もつれが供給されま
す．全光方式における中継器は，量子
メモリ方式とは異なり，物質量子メモ
リや量子インタフェースを必要とせず，
光デバイス（単一光子源，線型光学素
子，アクティブフィードフォワード技
術，光子検出器）だけで機能し，方式
の繰り返しレートは通信距離によら
ず，光デバイスの動作速度だけで決ま
ります．そのため，従来の通信分野に
おける全光アプローチとも親和性が高
く，量子もつれの供給速度も極めて速
くなります．

お わ り に

量子ネットワークに関する理論研究
の近年の進展（詳細は総説論文（9）を参

照）により，透過率ηの光ファイバが
持つ量子通信容量〔＝（伝送可能な量
子ビット数）/（使用モード数）〕や秘匿
通信容量〔＝（秘匿伝送可能なビット
数 ）/（ 使 用 モ ー ド 数 ）〕 が，
－log2( 1 －η)となることが明らかに
されました．これは，光ファイバを用
いたポイント・ツー・ポイントの量子
通信の限界を表し，（透過率ηがファ
イバの長さ lと 定数 latt に 対 して
η=e－l/lattとなることを考慮に入れる
と）量子中継がなければ，効率的な長
距離量子通信，ひいては量子インター
ネットは実現できないことを示しま
す．また，任意の光ファイバネット
ワーク中の 2 者間通信に対する量子/
秘匿通信容量が導出され，この容量が
量子中継を並列化することで達成可能
であることが示されました．これは量
子中継が，原理限界の効率を持つ，あ
るいはそれに近いハイパフォーマンス
の量子インターネットを構築する際に
おいても，基本的な役割を担うことを
示しています．

（3） 完成

量子もつれ

（2） 量子もつれスワッピング

②量子もつれ生成プロセス

（1） 量子もつれ生成

③ベル測定

送信者 受信者中継器 中継器 中継器

量子ビット

①光子の伝送

量子もつれ生成用の光子 物質量子メモリ

図2 量子メモリに基づく量子中継

図 2 　量子メモリに基づく量子中継
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他方で，現状で実用化段階にあるポ
イント・ツー・ポイント量子鍵配送と，
量子インターネット実現に不可欠な量
子中継には技術的，概念的な間隙が存
在します．この間隙を埋める方式の探
索と実装は，量子鍵配送分野の大きな
トレンドとなっています（10）．例えば，
適応型測定装置無依存QKDやツイ
ン・フィールドQKDなどはこれに分
類されます．また，量子中継の原理検
証実験についても，メモリ方式，全光
方式ともに近年さかんに行われていま
す（2）.量子メモリ方式について，オラ
ンダのデルフト工科大学ではダイヤモ
ンド中のNV中心を用いて，米国の
ハーバード大学・MITではシリコン中
の空孔を用いて，中国の清華大学では
Rb原子集団を用い，量子メモリを利
用した量子もつれスワッピングの原理
検証実験が行われています．また，全
光方式については，パラメトリック下
方変換と線形光学素子を通じて生成さ
れたGHZ状態と呼ばれるグラフ状態
に基づき，日本の大阪大学，NTT，

富山大学，カナダのトロント大学の研
究チームと，中国の中国科学技術大学
の研究チームが独立に，時間反転型の
量子もつれスワッピングの原理検証実
験を報告しています．
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量子インターネットについての理論的
理解は近年急速に進み，その結果，量子
中継の研究開発の重要性が再認識されま
した．実際，欧州をはじめ，中国，米国
と大型の研究プロジェクトが走っていま
す．日本においても追従すべく，量子イ
ンターネット研究への注目が高まってき
ています．
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  量子科学イノベーション研究部
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非常識を常識に変えて
「当たり前」にするのが
システム研究．
キャパシティクランチ
克服に挑み続ける

映像データの流通拡大やクラウド技術の進展，₅G（第 ₅ 世代移動
通信システム）サービスなど新しい情報通信サービスやリモートワー
クの急速な普及に伴い，情報通信トラフィックが増大し，今後も
その傾向がさらに強くなってくることが予想されます．今後のさ
まざまなデータトラフィック需要にこたえるためのIOWN�オール
フォトニクス ･ ネットワークの実現には，通信容量の飛躍的な拡
大とともに，抜本的な低電力化 ･ 低遅延化が求められています．
新たな「ねっと」の価値を先進の通信技術で切り拓くNTT未来ねっ
と研究所�宮本裕フェローに研究の進捗と研究活動の醍醐味を伺い
ました．

大容量スケーラブル光ネットワーク
基盤技術の確立

現在，手掛けていらっしゃる研究概要をお聞かせいただけますで
しょうか．

将来的なクラウドサービス拡大やスマートフォン普及な
どにより増大する通信トラフィックを収容可能な，Pbit/
s級のリンク容量を有するスケーラブル光トランスポート
ネットワークの実現に向け，光通信用大規模デジタル信号
処理技術，光電気融合集積技術，極低雑音光増幅SN比向
上基盤技術，空間多重光伝送方式基盤技術の 4 つの基盤技

術の確立をめざして研究をしています．
光通信技術の研究開発において世界をリードしてきた

NTTは19₈1年の時分割多重（TDM）光ファイバ通信方式
の実用化以来，光増幅中継方式，波長多重（WDM）方式，
デジタルコヒーレント方式といった光伝送方式の 3 つのパ
ラダイムシフトを連続的に起こし続け，40年間で約100万
倍の伝送容量拡大を実現してきました．

近年もデータ通信量が引き続き年率1.4倍程度の割合で
増加し続けており，5G（第 5 世代移動通信システム）や
IoT（Internet of Things）が本格的に導入されはじめ，
6G（第 6 世代移動通信システム）も見据えると，今後も

宮本　裕

NTT未来ねっと研究所　
フェロー　
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通信トラフィックが指数関数的に増大することが予想され，
2030年代にはPbit/s級容量の長距離伝送が必要と予測さ
れています．このような通信需要に将来的に対応していく
ために，IOWN（Innovative Optical and Wireless 
Network）構想ではオールフォトニクス・ネットワーク

（APN）により，さらなる大容量化を経済的に実現するこ
とをめざしています．

一方で，現在実用化されている既存の光ファイバを用い
た長距離伝送時の物理的な伝送容量限界が100 Tbit/s付
近で顕在化すること（キャパシティクランチ）が近年の研
究により分かっています．このキャパシティクランチの技
術課題を克服し，現在の100倍以上のデータトラフィック
を低電力かつ経済的に収容可能なPbit/s級の光インフラ
を実現するために私たちが取り組んでいるのが，スケーラ
ブル光通信技術の研究開発です．実現にはこれまで取り組
んできた光伝送技術の高度化とともに，光ファイバそのも
のの新たな光媒体技術をセットで考えた技術革新による第
4 のパラダイムシフトを追究しています．

2 年前のインタビュー時から，継続してキャパシティクランチの
技術課題に挑まれているのですね．

前回は，私たちの最近の研究開発成果として，リンク当
りの伝送容量を，既存の光ファイバを用いた実用WDMシ
ステム容量（100 Gbit/s/波長）の125倍以上にあたる 1  
Pbit/s以上に拡大可能な空間多重光通信技術の取り組み

や，世界初の 1 波長当りの 1 Tbit/s超の長距離WDM伝
送実験実証など，当時の世界一，世界初の成果についてお
話しました．これらの成果は，所内の光媒体研究部門やデ
バイス研究部門や所外研究機関とタイムリーに連携した成
果です．今期も引き続き，各研究部門の密な連携を通して，
特に若手の研究者らを中心にこれらの技術をさらに発展さ
せることで，数々の世界初，世界一の研究成果を創出する
ことができました．

例えば，2022年には，世界で初めて， 1 波長当り2.02 
Tbit/s容量のデジタルコヒーレント光信号を用いて，240 
kmにわたる光増幅中継伝送実験に成功しました（図 ₁）．

この実現にあたり，シリコンCMOSによる半導体回路
の速度限界を克服して 1 波長当りの伝送容量を拡大するた
めには，光変調器駆動用のドライバアンプのさらなる広帯
域化と高出力化の両立，光送受信回路部における信号経路
長差や信号経路による損失ばらつき等に対する極めて高精
度な補償といった課題がありました．実験では，NTTが
独自に開発した超広帯域ベースバンド増幅器ICモジュー
ルと，光送受信回路における損失ばらつきや歪みを超高精
度に補償可能とするデジタル信号処理技術を開発し，これ
らを高度に融合させることで，2.02 Tbit/sで240 kmの距
離の光増幅中継伝送を実現し，大容量化と長距離化を両立
可能なデジタルコヒーレント光伝送技術のさらなるスケー
ラビリティの可能性を示したものです．この技術は欧州光
通信国際会議ECOC2022（European Conference on 

図1 変調速度⾼速化による，マルチテラビット級光信号の伝送距離延伸

0.8

1.2

1.6

2.0

2.4

10 100 1000 10000

1波
⻑
当
り
の
伝
送
速
度

(T
bi
t/
s)

伝送距離 (km)

本成果

2.02 Tbit/s
PCS-144QAM信号

NTT本成果
NTT従来
他機関

図 ₁ 　変調速度高速化による，マルチテラビット級光信号の伝送距離延伸
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Optical Communication）の最難関発表セッションであ
るポストデッドライン論文として採択されました． 

横須賀研究開発センタの� �
歴史的な施設で実証実験に挑む

IOWNのAPNの中継網を支えるコア技術ですね．期待が高ま
ります．

他にも，NTT独自の分極反転ニオブ酸リチウム（PPLN：
Periodically Poled Lithium Niobate）導波路デバイス
を用いた広帯域光増幅中継技術にも大きな進展がありまし
た．具体的には，デバイス研究部門と密に連携することで，
現在の主流となっている偏波多重デジタルコヒーレント変
復調光信号に対応した光パラメトリック増幅を組み合わせ
た光増幅中継方式を提案し，12 THzの広帯域波長多重信
号を用いて 1 波長当り 1 Tbit/sの光信号を多重し，世界
初の光パラメトリック増幅器による240 kmにわたる広帯
域光増幅中継伝送に成功しました（図 2）．現在，広く用
いられている光増幅器（EDFA＠C帯）の波長多重信号帯
域は約 4 THzであるのに対して，今回開発した光パラメ

トリック増幅中継器は，EDFAの約 3 倍の12 THz以上の
帯域を増幅でき，光ファイバが低損失となる波長領域（S，
C，L帯）をカバーすることで広帯域化による波長資源の
拡大が期待できます．広帯域性と低歪み性を持つ本提案技
術は，NTTが提唱するIOWN構想において，豊富な波長
資源がダイナミックに活用されるAPNの実現に向けたさ
らなる大容量光増幅技術として期待されています．本成果
も，2021年と2022年の北米光通信国際会議OFC（Optical 
Fiber Communication Conference）の最難関発表セッ
ションであるポストデッドライン論文として採択されました．

空間多重光通信技術においては媒体研究部門と密な連携をさ
れていますね．

私たちは従来のシングルモード光ファイバ（SMF）に
おける広帯域化と合わせて，キャパシティクランチを抜本
的に克服するための空間多重光通信技術の研究開発を推進
しています．具体的には， 1 本の光ファイバに光の通り道
であるコアを複数有するマルチコアファイバや， 1 つのコ
アに複数の伝搬状態（空間モード）を有するマルチモード
ファイバなど，媒体研究部門と密に連携し，さまざまなタ

Loss of 80-km SMF

Long-pass filterShort-pass filter

DRA (1470-nm pump)DRA (1425-nm pump)
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光
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PPLN︓分極反転ニオブ酸
リチウムデバイス

図2 PPLN光パラメトリック増幅中継⽅式による広帯域化・波⻑資源の拡⼤

図 2 　PPLN光パラメトリック増幅中継方式による広帯域化・波長資源の拡大
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イプの空間多重光ファイバを試作し，将来の新しい伝送媒
体としての実現性の研究開発を進めています．また，同時
に，それらの新しい伝送媒体の性能を最大限に引き出すた
めの大容量空間多重光通信システムの検討を両輪で進めて
います．近年では，光ファイバの直径が，既存のSMFと
同じ標準クラッド径125 µmの空間多重光ファイバが，光
ファイバケーブルの量産性に適していることから，標準ク
ラッド径を有しつつ，既存のSMFの10倍以上に大容量化
が可能な空間多重光通信技術を検討しています．中でも，
複数の空間モードを積極的に活用・制御したモード多重伝
送技術は，空間多重光通信システムで課題となっている異
なる空間多重光信号間の漏話（クロストーク）等による伝
送距離の制限を克服できる技術として期待されており，最
近研究を加速検討しています．具体的には，空間モード制
御が可能なモード多重光ファイバ実装技術，また，ケーブ
ル敷設特性に起因する動的光学特性に対応して同じ波長で
複数の異なる光信号を多重分離可能なモード多重MIMO

（Multiple-Input Multiple-Output）デジタル信号処理構
成技術，さらに両者を統合した空間モード多重光増幅中継
技術を有機的に連携させた基盤技術の確立です．

モード多重MIMOデジタル信号処理構成技術に関して
は，今期は，NTTで 6 つの独立な空間モードを用いたモー
ド多重光通信において，異なる空間モード間で発生する伝
送損失差や伝搬遅延差に対して強い補償特性を有する
MIMO信号処理方式や光増幅中継方式を提案することで，
6000 km以上の長距離伝送の原理実証に成功しました．今
年の 3 月には，さらに10モード多重の長距離伝送実験につ
いても発表予定です． 

これらの要素技術群の確立に向けて，一部をNICT（国
立研究開発法人情報通信研究機構）委託研究の支援の下
で，2021年度から「B5G（Beyond 5G）時代に向けた空
間モード制御光伝送基盤技術の研究開発」において，
NTTアクセスサービスシステム研究所とともに，国内の
4 研究機関と共同で本技術の研究開発を加速させていま
す．B5G 時代の大容量・長距離基幹光ネットワークを実
現する空間多重光伝送システムにおいて，空間モードを制
御可能な標準クラッド外径を有する結合型マルチコア光

ファイバ（MCF：Multi Core Fiber）ケーブル設計・実装・
接続技術と，それに適合する光増幅中継技術，加えて，伝
送リンクの動的変動に追随可能な新たな低負荷 MIMO信
号処理技術を検討することで，空間多重数を10以上に拡大
して長距離伝送可能な空間モード制御光伝送基盤技術の確
立をめざしています． 

この 2 年の間には，研究所内の地下設備を利用して，種々
の空間多重光ファイバケーブルを敷設して現場環境に近い
条件下で伝送特性試験を行う段階に進みました．2022年で
開設50周年の横須賀研究開発センタには，1970年代に有線
通信システム技術の検証をするためにつくられた地下設備

（とう道）があります．1970年代半ばの光ファイバ通信シ
ステム黎明期に開発された光ファイバケーブルが敷設され，
実用化に向けた光ファイバケーブル特性試験が行われまし
た．40年以上前からここで，先人たちが技術を検証して実
用化に至ったという歴史的な場所で，新たな実証実験に挑
んでいます．

三本の矢のごとく他者と連携して�
実績を積み重ねる

研究活動においてカギとなることを教えていただけますでしょうか．

光通信システムの研究開発・実用化では， 1 つの技術の
みで実用化することはできません．必要に応じてさまざま
な企業等と連携することで，自らの技術ととともに複数の
要素技術を組み合わせて目標性能を実証するというプロセ
スが重要です．現代は，世の中の変化のスピードが速くなっ
ていることから，技術の標準化やグローバルな競争に負け
ないためには，タイムリーに他の研究機関や研究所内の連
携を進めることが非常に重要になります．複数の強い技術
を「三本の矢」の話のごとく連携して成果を上げて，実績
を積み重ねていく必要があるのです．

フェローとしての役割の 1 つとしては，若手の研究者が
自らのアイデアを試しつつ他の有力な研究者と効果的に連
携する場を，いかにタイムリーにつくれるかという点が求
められていると感じています．それを実現するには自らが
強い技術を持っていることはもちろんですが，強い技術を
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持つ他の研究者・研究機関との間で，実現するゴールを共
有し，信頼関係を築くことが重要になります．普段の学会
活動等での情報交換や共同実験等をとおして，実現する
ゴールを共有できるパートナーを見つけ，タイムリーに連
携することを心掛けています．最終的なゴールが，連携す
るパートナーと一致していれば，何かの困難が発生しても
初心に立ち返ってブレることなく先に進むことができると
思っています．海外の研究機関などが連携先であれば，文
化や商習慣，メンタリティに差があり，微妙な駆け引きな
ども必要になることもありますが，基本的には国内外意識
せずにとにかく新しい技術にチャレンジする際には「まず
は面白そうでやりがいがあるので，やってみましょうか」
という前向きなマインドを大事にしたいと思っています． 

さらに，前回もお伝えしたとおり「今ここ」という大事
な瞬間を見逃さないように日頃の準備を重ねておくことも
大切だと思っています．そのためにも，私たち自身がどの
分野で他を凌駕して，価値を見出せる技術を生み出してい
るかを理解していることも重要です．また，私たちと組む
ことで連携パートナーにとって，どんな価値が提供できる
かということも意識しておきたい点です．先端技術のこと
ばかり考えていると，このような視点が抜け落ちてしまう
ので，私たちは，実用化部門の仲間とともに研究開発と実
用化を両輪で進めています．

研究者とはどのような存在だと思いますか．

私はシステムの研究者に大事な視点として「非常識を常
識に変えて，それを当たり前の技術として社会で役立てて
いく」ことをお話しました．若い研究者の方にも伝えたい
ことですが，何事も，最初は「非常識」だと言われること
も多いと思います．例えば学会で最初に発表したときには
反応はそれほどでもなかったけれど，次の学会では多くの
人が似たようなことを始めていて，それがその後の技術ト
レンドになったということもあります．

是非，失敗を恐れずに面白いと思ったことをまずは貫い
てほしいと思います．一方で，いつまで貫けばいいのか，
その見極めが難しいかもしれません．ただ，これまでも，
なかなか日の目をみなかった技術が，20年後にある技術と

組み合わされることで爆発的に普及するという事例も多く
ありました．目の前の成果に一喜一憂することなく長いス
パンで物事を検討し，いつか実用化されるときに備えて自
らのアイデアを権利化しておくことも大事です．

最後に，令和 3 年春に，「コヒーレントマルチキャリア
多値変調大容量光伝送方式の開発」に対して関係者を代表
して「紫綬褒章」を受章いたしました．今回の受章の対象
は，1995年ごろから2010年ごろまでに携わった長距離大容
量光ファイバ通信システムの研究開発に関係するもので
す．受章対象の開発技術は，2007年に，NTTグループの
1 波長当りのチャネル容量40 Gbit/sの波長多重（WDM）
光通信システム（システム容量：1.6 Tbit/s）において，
初めて実用化されました．主な貢献としては，WDM光ネッ
トワークによりデータトラフィックを柔軟に収容するため
の強力な誤り訂正符号を具備したデジタル多重信号フレー
ム技術（OTN：Optical Transport Network），および，
従来の 2 値強度変調直接検波方式にかわる多値差動位相変
調技術の実用化とその国際標準化です．開発したこれらの
技術は，インターネットの普及や光アクセス回線・スマー
トフォン（4G）を通したブロードバンドサービスのグロー
バルな普及を支え，人々のビジネスやライフスタイルの変
革に深くかかわる通信インフラ実現技術として，今なお，
役立っています．何よりも嬉しいのは，ご指導いただいた
諸先輩，苦楽を共にして研究開発・実用化を共に進めてき
た多くの関係者を含む「私たち」が追究してきた分野，領
域における貢献が，このようなかたちで認められたことで
す．世の中に実用化される研究開発に従事できること，社
会に貢献できることは研究者にとっての醍醐味です．これ
らもその喜びを大切にしていきたいと思います．
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挑 戦 す る

研 究 開 発 者 た ち

時流をとらえた
技術の専門家として，
常に新しい何かを考え，
先を見据えて社会の
方向性を意識する

IOWN（Innovative Optical and Wireless Network）構想の
実現に向けて，社会 ・ お客さまのニーズをいち早くとらえ，最先
端の技術シーズとの連携を強化するためIOWN推進室を立ち上げ
たNTTデータ．IOWNを社会実装していくためには検証や実証実
験が必要となりますが，この環境づくりを担うNTTデータ 安達仁
氏に取り組みの概要と研究開発者としての姿勢を伺いました．

IOWN構想における先進技術の 
実証実験に従事

現在，従事しているIOWN構想について教えていただけますでしょ
うか．

NTTデータのIOWN推進室に所属して，NTT研究所に
おいて研究開発をしているIOWN関連技術の実証実験の
環境づくりを担当しています．

ご存じのとおり，IOWN構想は情報通信システムを変革
し，従来のICTの限界を超えた新たな情報通信基盤の実現
をめざしています．構成する 3 つの主要な技術分野は，ま

ず，端末からネットワークまで，すべてにフォトニクス（光）
ベースの技術により，エンド・ツー・エンドでの光波長パ
スを提供する「オールフォトニクス・ネットワーク（APN）」，
実世界とデジタル世界の掛け合わせにより，サイバー空間
上にリアルな対象物を再現することで未来予測等を実現す
る「デジタルツインコンピューティング」，そして，あら
ゆるものをつなぎ，その制御を実現する「コグニティブ・
ファウンデーション」です．これらの技術を用いて，さま
ざまな価値観を包括した多くの情報をリアルタイムかつ公
平に流通・処理させることで人や社会の「つながり」の質
を高め，より豊かな社会の実現をめざしています．

安達　仁

NTTデータ
技術革新統括本部　
技術開発本部　IOWN推進室　
シニア・エキスパート
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NTTグループにおいては，IOWN関連技術の早期実装
と普及は，NTT IOWN総合イノベーションセンタに属す
るIOWNプロダクトデザインセンタ（IDC）がけん引して
います．IDCは市場ニーズや社会の要請からバックキャス
トしたIOWN技術の開発展開戦略を策定し，戦略に基づ
いた技術開発および実証などの活動を推進しています．現
在，複数のIOWN関連の新規技術や市中技術を組み合わ
せて市場ニーズや社会の要請に対する提供価値を高め，
NTTグループ，IOWN Global Forumの参画企業，官公
庁，大学，通信機器メーカをはじめ，多岐にわたる企業の
皆様との実証をとおして市場の潜在的なニーズを抽出して，
技術を精練しています．

このIOWN構想において，NTTデータのIOWN推進室はどの
ような役割を担うのですか．

一方，私たちNTTデータのIOWN推進室は，NTTの研
究所で研究実用化されたIOWN関連の要素技術を，サー
ビスやプロダクトとしてお客さまに提供・展開していくた
めの支援や技術的環境づくりを担っています．2021年の組
織発足当初は100人規模でしたが，2025年には技術者500人
体制でIOWN構想の実現に貢献しようと努めています．

IOWN関連の技術により従来技術の限界を超えた非常に
高機能で高性能・高品質なサービス提供が可能となります
が，この特長を最大限に利用していくためには，その利用
形態であるユースケースを想定してサービス等として実装
していくことが必要となります．IOWN推進室では，この
ユースケース検討から，アプリケーションがIOWN技術
を利用できるようにする実行基盤の開発や，これらの実効
性を確認するPoC（Proof of Concept：実証実験）を
実施しています．

さて，IOWN構想の実現には研究開発だけでなく，技術
を活用したビジネス創出・拡大が必要であり，適用先とな
る有力なターゲットを設定し，ユースケースの深掘りと技
術課題の洗い出しを行う取り組みを重ねなければなりませ

ん．また，NTT R＆Dから段階的に提供される最新の研
究 成 果 を 活 用 し た PoC 等 に よ る 早 期 具 現 化（ プ レ
IOWN）も実現に向けて効果的だと考えています．さらに，
APNのみならず，APN上で動作するアプリケーション基
盤も重要であると考えています．

こうした中で，私自身はシニア・エキスパートとして， 
APNを中心にPoCに向けて環境整備から検証まで，研究
所と連携して取り組んでいます．APNをデータセンタに
引き込んで動作確認や性能面のチェックを行いつつ，アプ
リケーション基盤の一部ともなるミドルウェアの構築，検
証を担っています．

「汎用性」を意識する

PoCの環境づくりにはどのようなスキルを求められているのでしょ
うか．

PoCは，検証案件ごとに払い出し，ユースケース固有
のアプリケーションを配置する「案件個別部」，そして，
検証を実施するうえで必要となる汎用的な技術群を提供す
る環境の「基本機能部」，そして，評価対象の技術を持ち
込む環境で，研究所の技術や事業会社アセットを配置，ま
たは接続する想定の「評価機能部」の 3 部で構成されてい
ます（図 1 ， 2 ）．

実際にサービスとして実装されることを想定して作業を
進めていますが，例えば，基本機能部においては，データ
HUBと呼ばれる，大量のデータを一時的に蓄積し，複数
のシステム間インタフェースを １ カ所で管理・分析するシ
ステム領域を用意し，さらにはそのデータどうしをつなぐ
ためのパイプラインを用意します．そこに秘密計算AI（人
工知能）や仮想データ等を搭載した「評価機能部」を接続
して検証を進めていきます．こうした環境を整える際に私
に求められているのは「汎用的」にすることです．特定の
案件に特化せず，誰もが使うであろう「共通」する部分に
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図 1 　実証実験環境の構成
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着目してデータHUB，基本機能部を構築することが重要
です．こうした中で，どの部分が汎用的であるのかという
判断は，これまでの経験に基づくことも多く，これについ
てもある意味必要なスキルだと考えます．

私は NTT データに入社して16年目になりますが，
IOWN推進室を含むNTTデータのR&D部門への異動前
は，政府や自治体等のシステムに関する事業を行う公共事
業部門に所属していました．地方税のシステムや厚生労働
省のシステム等の開発拠点に伺って，ITアーキテクトと
して技術支援する仕事をしていました．そこで，お客さま
のシステムの開発現場の最前線でどのようなことが求めら
れるかをつぶさに見てきました．こうした現場では，お客
さまの要望は具体的で，当然のことながら高いクオリティ
を求められ，スケジュールや機能において最終的なゴール
も設定されています．一方で，IOWN推進室では技術その
他の日々の変化が激しいため，ゴールはお客さまのシステ
ムと比較してそこまでは明確にすることはできませんが，
その分，常に最高のゴールを意識して自ら追究することに
なります．そこに，公共事業部門で培った高いクオリティ
を求める姿勢がつながっていると実感します．

IOWN構想という大きなプロジェクトの検証環境を整備するため
に，苦労されていることはありますか．

検証環境の準備は2021年度から始まっていて，実際にそ
の環境が構築されてリリースされるのは2023〜2024年度と
いう長期にわたるプロジェクトです．その中で，私は2022
年10月からプロジェクトに参加しましたので，それまでの
経緯を踏まえつつ自身のスキルを活かして技術開発が進め
られるように，周囲の皆さんに相談しながら日々仕事をし
ています．このプロジェクトにはNTTグループから複数
の会社が参加しています．めざすゴールは同じでも，各社
の持つ固有の事情がありますから，意思統一等の調整が必
要です．チームメンバーが対等にコミュニケーションを図
れるように，コミュニケーションツールをメールから

Slackに変えて，これまで以上に気軽に相談ができるよう
にしたことで，ゴールや意識を共有できるようになりま
した．

プロジェクトはある程度のリスクは計画に織り込み済み
であり，そのリスクによる遅延はよくあることです．
PoCではその遅延の原因が何らかのトラブルに起因する
ものが多いですが，そもそも検証なのですから試行錯誤す
るのは当然です．そのトラブル要因を究明するにあたり，
検証環境の問題なのか，検証対象の研究所技術・装置の問
題なのかといった原因切り分けにおいて，試行錯誤である
がゆえにその探索方法すらも手さぐりにならざるを得ない
ことも多く，その点は苦労が伴います．

トラブル発生時のみならず，日ごろから構築資材が老朽
化していないか，壊れていないか等の点検によりトラブル
発生を未然に食い止める努力をしています．研究所から提
供されたドキュメントを読み直して，基になっているオー
プンソースを理解したうえで，どのような技術を追加した
のか，そしてその技術の価値をしっかり理解して，関係者
の皆さんが簡単に使える環境をつくり出せるように心掛け
ています．

求められる事業と研究のバランス 
感覚

�技術開発において，大切にされていることを教えていただけま
すか．

事業会社のR＆D部門で研究開発された成果は，事業
会社であるがゆえに最終的には利益につなげていく必要が
あります．とはいえ，成果を利益につなげることだけを考
えるのが良いとはいえなくて，研究活動とバランスを取り
ながら短期中期の目標を達成していくことが重要だと思い
ます．私は，このバランス感覚を養うためにも，自分の出
した成果は自己満足ではないかを確認し，常に何か新しい
ことを考え，その先を見据えて，社会のトレンドを意識し
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ています．そのうえで，やはり，生み出した技術は実際に
使っていただくことが重要です．「構築に 1 カ月かかりま
す」などと，悠長に構えてもいられませんし，お客さまは

「ボタンを押したらすぐに使えます」という簡単な環境が
当たり前だと感じているのが今の世の中です．この感覚に
私自身もこたえて，「現場で使える」技術を提供していき
たいと思っています．

そのためにも私はアンテナを高くして，インターネット
で広く情報収集をしたり，社外の勉強会に参加しています．
オープンソースの文化が花開いて以来，インターネットで
その道のエキスパートが無料の勉強会を開いてくれる時代
になりました．こうした場を利用して新しい知識を獲得す
れば，そこからまた枝葉が伸びて，その先の知識や技術ま
で興味は次々と広がっていきます．このようにして知識や
技術を蓄えています．残念なことに，最近では社内のメン
バーと直接会ってフィードバックをする機会が減ってしま
いましたが，Slack等の技術専門の雑談コーナーのスレッ
ドで，仕事ではあまり使わない技術の話をすることもあり
ます．こうしたフランクな場で，ヒントを得ることもあり
ます．そこには，受注先，発注元という立場はありません
し，誰でも平等に，対等に興味のある話ができますから気
軽に利用しています．

研究開発者とはどんな存在だとお考えでしょうか．そして，後進
の皆さんに一言お願いします．

自分自身のことでいえば，技術の活用法を知っている技
術の専門家だと思います．研究開発者はかなりのスペシャ
リストで，研究室などに閉じこもって 1 つのことを追究し
ているという印象をお持ちかもしれませんが，そのような
ことはありません．ここまでのお話でお気付きのとおり，
事業会社の研究開発は商用化されることが大切ですから，
案件や社会生活まで広い視野を携えて，研究開発のための
研究開発にならないよう努めたいですね．実際に，NTT
データの技術開発本部の社員の中には，専門性を持ってい

るからといって最初から配属になるよりは，ある程度他部
署で経験を積んでから，「自分の専門性はR＆Dで活かす
ことができる」と自覚されてから技術開発本部を希望され
る方が多くいます．

これらの傾向を踏まえて，後進の皆さん．事業会社の研
究開発者であれば， 1 つのことに取り組むことはもちろん
大事ですが，利益を追求することやお客さまのメリットを
常に意識して研究開発に取り組んでいただきたいと思い
ます．

また，これから事業会社の研究開発をめざす大学生や大
学院生等の皆さん．自らの専門性を活かしてその道を極め
るならばNTTの研究所をめざしたほうがよいでしょうけ
れど，もっと直接的に利益を追求して，使った人に喜ばれ
る研究開発や社会実装を実現させることに興味のある人は
ぜひNTTデータのR＆D部門をめざしていただきたいで
すね．

学生のうちにできることは少ないかもしれませんが，プ
ログラムが組めるとか，自分でシステムが構築できるよう
に研究開発者としての「基礎体力」をつけておくのもよい
と思います．自宅のパソコンでJavaのアプリケーション
をつくってみる，オープンソースのデータベースをインス
トールしてみるといったレベルで構いませんから，経験を
積んでおくことをお勧めします．少しでも経験があると，
入社していきなりつまずくことはないのではないかと思い
ます．
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超高次元データの処理時間の増加に打ち勝つ 
新たな手法を創出

◆ご研究されているスパースモデリングとはどのようなものなの
でしょうか．
スパースモデリングとは「得られた情報の中でも必要なもの

はごく一部で，その他の大部分は不要である」というスパース性
を利用してデータを活用する技術です．「スパース」とは本来「ま
ばらな」という意味であり，14世紀のイギリスの神学者オッカム
の「ある事柄を説明するために，必要以上に多くを仮定するべき
ではない」という考え方（オッカムの剃刀）に基づいています．

そのスパースモデリングの例として，日本全国の気温 ・ 風向 ・
気圧などの天候データから翌日の東京の気温予測を行う場合につ
いて考えてみましょう．この場合には地理的な関係性を考慮して

「東京の気温予測に関連するデータは周辺の一部の都道府県だけ
である」という仮説が立てられます．この仮説は「全体のデータ
のうち重要なのはごく一部で，その他のデータは不要である」と
いうスパースモデリングを利用するための基本的な前提になって
います．このスパース性という事前知識を分析に組み込むことに
より，翌日の東京の気温を予測しつつ，その予測に関連する都道

府県を特定できます．
この技術が求められている背景としては，近年のセンシング

技術の発達により取得できるデータの次元数が増加していること
が挙げられます．例えば近年の天候分析では縦軸の年度数（サン
プル数）に対して，各地域で観測できる天候情報（次元数）の数
量は数万から数億にも達しています（図 1 ）．しかし近年の機械
学習は膨大な数のサンプルを学習に用いて精度を引き出すアプ
ローチが主流であり，サンプル数が次元数よりも相対的に少ない
データを扱うことは困難です．そこでスパースモデリングでは，
スパース性を用いて分析に必要な次元だけを選び出すことによっ
て，この課題を部分的に解決しています．

スパースモデリング技術の他の活用例としては，深層学習が
挙げられます．現在のAI（人工知能）の基盤技術ともいえる深層
学習では，モデルのパラメータ数を増加させることによって精度
を改善し続けてきました．しかし膨大なパラメータ数によってメ
モリ消費量や処理時間が増加するため，例えばメモリ容量に制約
のあるエッジ側のハードウェアにAIを適用することは困難です．
そこで「全体のパラメータのうち重要なものはごく一部で，その
他のパラメータは不要である」というスパース性を深層学習に取
り入れることで，AIのパラメータ数を減らしてメモリ消費量の削
減などを実現しています．

NTTコンピュータ＆データサイエンス研究所

井田安俊 特別研究員

超高次元データで未来を拓く 
「高速スパースモデリング技術」

NTTが掲げるIOWN構想の柱の 1 つである，デジタル上に現実世界を
構築するデジタルツインコンピューティングでは，ヒト ・ モノからセン
サで取得されるデータを利活用することが不可欠です．しかしセンシン
グ技術の発達によって「データの次元数が増加し，それに伴い処理時間
が長くなることで，現実的な時間内でデータを分析 ・ 活用することが難
しくなる」という課題が発生しています．今回はこのような課題を解決
する「高速スパースモデリング技術」について，井田安俊特別研究員に
お話を聞きました．

◆PROFILE：2014年早稲田大学大学院修士課程修了．同年，日本電信電話株式会
社入社．2021年京都大学大学院博士課程修了．博士（情報学）．2022年より日本電
信電話株式会社NTTコンピュータ＆データサイエンス研究所特別研究員．スパース
モデリングの高速化 ・ 高精度化の研究およびサービス導入支援に従事．NTTグルー
プのAI系技術者が情報交換のために集まる連絡会（NTTディープラーニング連絡会）
を運営．該当分野の複数のトップカンファレンス（NeurIPS/ICML/AAAI/IJCAI/
AISTATS）にて開発技術の論文採録．
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◆従来技術と比較した「高速スパースモデリング技術」の強みを
教えてください．
私が研究している「高速スパースモデリング技術」では，従

来のスパースモデリング技術と比較して最大35倍の高速化に成
功しています．従来のスパースモデリング技術では，各次元の重
要度を表すスコア計算に多くの処理時間がかかっていました．一
方で「高速スパースモデリング技術」では，スコアの代わりに高
速に計算可能なスコアの上界 ・ 下界を用いることで，精度劣化を
防ぎながら計算時間の大幅な短縮に成功しています．このアプ
ローチは，私のNTT入社時の研究指導者であった藤原靖宏特別
研究員がデータベース研究で用いていた高速化手法に影響された
ものです．一見関連がなさそうなデータベースとスパースモデリ
ングの研究を組み合わせることで，従来のスパースモデリングの
研究分野にはなかった独自の方法で高速化を実現することができ
ました（図 2 ）．

このアプローチをベースとし，従来のスパースモデリング技
術ではあまり事例がない次元数が数億以上の超高次元データを処
理することをめざしています．2019年には前述した高速化アル
ゴリズムが最大で35倍の高速化を達成し，その論文が本分野の
トップカンファレンスであるNeurIPSに採録されました．さら
にこの技術をグループ会社に提供すべく 1 年をかけてさまざま
な環境下で技術検証を実施し，本アルゴリズムによって多くの分
析事例が高速化できることを確認しています．

しかし一方で，ごく少数のユースケースであまり高速化でき
ないことも確認しています．なぜ高速化できないかを細かく分析
してみると，扱うデータの性質によっては高速化アルゴリズムの
スコアの上界計算のオーバーヘッド（前計算）が大きくなってし
まうケースがあることが分かりました．このオーバーヘッドを極
限まで削るアルゴリズムを現在開発しており，これが成功すれば
さらに 2 倍の高速化が見込めるため，35× 2 で最大70倍の高速
化を実現できると考えています．

またそれと並行して，大規模データにおいて高い精度を達成
する深層学習とスパースモデリングを組み合わせたアプローチを
検討中です．深層学習は基本的に多くのデータを必要とするため，
データ数が少ない場合にどのように深層学習を適用するかという
研究が進んできており，この知見とスパースモデリングを組み合
わせることで，データ数が少なく高次元なデータでも高い精度を
達成する技術の検討を進めています．こちらはより長期的な視野
の研究になると考えていて，これによってスパースモデリングの
10%の精度改善をめざしています．
◆「高速スパースモデリング技術」によりどのような世界が実現

されるのでしょうか．
「高速スパースモデリング技術」は，主に超高次元データから

分析 ・ 予測を行うタスクに応用できます．例えば工場IoT
（Internet of Things）では，生産量増減に影響がある時間帯を
特定する分析の前処理で活用することで，データ分析のPDCA

図 1 　天候データにおける次元数とサンプル数
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サイクルを高速化し意思決定までのリードタイムを短縮できま
す．加えて高速化によってさらに長い期間の時系列データを扱え
るようになり，それまではできなかった高度な分析も可能になり
ます．同様にゲノムワイド関連解析では，がんなどの疾患に関連
する遺伝的要因（SNPs）を特定する分析の前処理へ適用できる
ため，高速化によってさらに大規模なSNPsデータの分析が可能
となります．また核融合炉では，プラズマの崩壊や持続に関連す
る制御操作やセンサを特定する分析の前処理で活用し，核融合炉
を安定して稼働させるための現象解明に貢献できると考えてい
ます．

そしてIOWN（Innovative Optical and Wireless Network）
構想におけるデジタルツインコンピューティング（DTC：
Digital Twin Computing）では，ヒト ・ モノに取り付けられ
たセンサから取得される大量のセンサデータを活用してデジタル
ツインを構築します．こうした未来の実現に向けた取り組みの中
で，センシング技術が発達しセンサデータも高次元化しているた
め，高次元データ分析を得意とするスパースモデリングの利活用
の機運も高まっていると思います．また高次元化が進むにつれて
スパースモデリングの処理時間も増加していくため，スパースモ
デリングの高速化技術の確立は重要といえると思います．
◆「高速スパースモデリング技術」の研究は，今後どのように進

化していくのでしょうか．
今後は空間計算量，つまり「メモリ消費量をどれだけ抑えら

れるか」が課題となります．高速スパースモデリング技術の高速
化倍率は世界的にみてもトップクラスであり，処理時間の短縮と
いう目的ではマイルストーンを達成しつつありますが，データが
高次元になるほどメモリ消費量は当然増えるという点にも着目し
なければいけません．例えば開発技術のサービス導入支援のため
の技術検証の現場では，高速化の倍率に問題がなくともメモリ消
費量が大きすぎて処理できる次元数が頭打ちになるという事態が
発生します．もちろん追加設備投資でメモリを増強してこの課題
を解決することも可能ですが，サービスによってはその方法で採
算が取れなくなってしまうという問題が発生します．このような
課題を解決するため，高速化倍率を維持しながらメモリ消費量を
抑える新たな高速スパースモデリング技術の方法を模索してい
ます．

またもう 1 つの方向性として「飛躍的な高速化」があります．
センシング技術の発達によってデータの高次元化が進み，いずれ
アルゴリズムによる高速化の限界が訪れた場合に，分散処理基盤
や最新ハードウェア活用などのアプローチも含めた総合的な高速
化アプローチが必要になると思います．この研究課題は他分野の
専門家との連携が不可欠であり，より長期的な視野でじっくりと
解決策を見つけなければいけません．NTTコンピュータ＆デー
タサイエンス研究所では先進的な計算機の研究開発にも取り組ん
でおり，これらをうまく活用してさらに高速なスパースモデリン
グ技術を実現できるのではないかと検討中です．

図 2 　「高速スパースモデリング技術」の計算アルゴリズム
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「死の谷」の経験によって
実用的な技術を創ることを決意

◆研究開発を進めるうえで，大切にされている考え方を教えてく
ださい． 
学生時代に参加したベンチャー企業での教訓から「実用性を

重視した研究開発」という観点を大切にしています．私は学部 3
年生だった2010年ごろに機械学習に初めて出会い，文書がどの
ようなトピックで構成されているかを可視化することができるト
ピックモデルという技術を研究していました．その中で「この技
術を実際にサービスに組み込んでみたい」という思いが強くなり，
友人からの誘いでベンチャー企業へ参加しました．しかしそこで
は「想定していなかったデータが学習データに混入する」「それ
によってモデルが想定外の挙動をする」「出力結果が人間にとっ
て解釈可能でなくなる」「全体のデータの規模が大きすぎて学習
が終わらない」などといった研究段階にはなかった問題に多数直
面し，サービスへの実装には至りませんでした．研究とサービス
の間の障壁を「死の谷」と表現することもありますが，これは機
械学習のサービス化において「死の谷」を越えられなかった私の
初めての経験でした．こうした経験から，実際の現場の課題を解
決できる機械学習技術をつくりたいという思いが芽生え，現在は

「実際のサービスで動作する実用的なアルゴリズムを開発する」
ことにこだわりを持って現場の方々と情報交換をしながら日々研
究に取り組んでいます．

しかしもちろんそれだけではなく，飛躍的 ・ 独創的な研究成
果を出すために，実用からある程度離れて長期的に取り組む研究
も検討する必要があると思います．短期的 ・ 長期的研究の両方を
1 人で取り組むことで，例えば実用的な研究で得た知見が長期的
な研究に役立ち，長期的な研究でじっくり考えていたアイデアの
一部が実用的な研究に役立つこともあります．現場からの課題を

実用的な研究で取り組み，そこで得た知見を長期的な研究へ
フィードバックする．逆に長期的な研究で熟成させたアイデアを
実用的な研究に分け与えて現場の課題を解く．チャンスがあれば
長期的な研究から飛躍的な結果を出せるような技術や論文をアウ
トプットしていく．このような 2 種類の異なる性質の研究の間で
相互作用やフィードバックループを起こす，という状態を研究の
理想形にしています． 
◆最後に，研究者 ・ 学生 ・ ビジネスパートナーの方々へメッセー

ジをお願いします．
NTTの研究開発の分野は非常に多岐にわたり，世界的にみて

も独特な研究分野のポートフォリオを持っていると感じます．こ
れは課題解決にとっても非常に有利であり，例えば深層学習高速
化の案件などでは高速化倍率に関して厳しい目標を課せられるこ
とがあるのですが，NTTにはアルゴリズムからハードウェア，
インターコネクトに至るまで多岐にわたる専門家がそろっている
ため，すぐ隣の席にいる同僚に話を聞くだけで10分もかからずに
総合的な解決策を見出すことができたりします．このように難し
い課題へのアプローチを短期間で考案できるというのは，独自の
ポートフォリオを持ち多様な研究人材がそろっているNTTの環
境ならではだと思います．

また私が所属しているNTTコンピュータ＆データサイエンス
研究所は，データサイエンスに関して分野的にも時間軸的にも幅
広いレイヤーの技術を研究している組織だと思います．例えば現
場課題に密着して開発されたデータ分析技術は事業への導入が短
い期間で検討されており，NTTのサービスの付加価値化に貢献
していると思います．その一方で，最先端の計算機の研究開発や
応用の模索は長期的なデータサイエンスの発展にとって重要な位
置にあるのではないかと思います．

最後に，企業研究者として働いていると周りの状況が組織再
編などによって急激に変化することがあります．このときに環境
の変化へ適応しようとするあまり研究の方向を変えすぎてしまう
と，それまで身に付けてきた技術力を活かせず結果が出せなくな
るなどして，ストレスや自信の喪失につながってしまいます．し
かし私の経験では，自分の中で普遍的でぶれない軸を持ち妥協し
ないようにしておくと，自分の良さを損なうことなく環境に適応
できることが多いです．これは「外柔内剛」，つまり「自身の核
となる研究哲学は妥協しないが，それ以外の部分は環境に応じて
柔軟に適応していく」という考え方です．これを読んでいる企業
研究者をめざしている学生の皆さんにも，ぜひ自分自身の軸を見
つけて大切にしながら研究を楽しんでほしいと思います．

（今回はリモートにてインタビューを実施しました）
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金融業界の専門的な業務ノウハウを 
礎に多くの基幹系システムを開発

◆設立の背景と会社の概要について教えてください．
NTTデータ フィナンシャルテクノロジーは，NTTデー

タの金融分野の開発子会社であるNTTデータシステム技
術とNTTデータ ・ フィナンシャルコアが，2022年 4 月に
統合されて設立されました．

NTT データシステム技術は，日本銀行のシステムをオ
ンラインで結ぶための国家プロジェクトにNTTが参画 ・
受注したことをきっかけとして1985年にNTTのシステム
子会社「NTT システム技術」として設立され，1988年に
NTTデータの子会社として引き継がれ，2002年にNTTデー
タシステム技術に社名を変更しました．一方，NTT デー
タ ・ フィナンシャルコアは，クレジットカード決済のプラッ
トフォームである「CAFIS」や，電話やインターネット
により残高照会や振込など金融機関の窓口に行かなくても
実行可能とするサービスである「ANSER」の開発体制強
化のために1998年に設立されたNTTデータネッツと，主
に 地 方 銀 行 向 け の バ ン キ ン グ 勘 定 系 PKG で あ る

「BeSTA」を使った「地銀共同システム」の開発をきっ
かけにバンキング開発体制強化のために2000年に設立され
たNTTデータフィットが，2009年に統合されてNTTデー
タ ・ フィナンシャルコアとなりました．

近年，金融自由化による新規参入，規制緩和による業容
の変化，低金利による収益悪化，キャッシュレス化やデジ
タル化の推進等，金融業界を取り巻く環境は激しく変化す

るとともにますます厳しいものになっています．このよう
なお客さま環境の変化の下，勘定系等基幹系を中心とした
コアビジネス領域の深化 ・ 拡大はもちろんのこと，今後
の成長に向け新ビジネス領域にもチャレンジしていくこと
が重要です．社会問題化している IT 人材不足を乗り越え
て、リソース拡大並びにリソースシフトをしていく必要が
あり，グループ内の金融関連のシステム子会社を統合して，
これらに対応していくことを目的として新会社を設立しま
した．

NTTデータグループとして，NTTデータは企画機能を
強化することで新しいサービスの創出に注力し，NFT は
お客さま業務や新技術を身に付けながら成長を促進すると
ともに，NTTデータが企画する新サービス創出においては，
当社が保有するお客さまの業務やシステムに関する知見や
技術的ノウハウを連携させることで新しいサービス創出に
つなげていくつもりです．
◆具体的にどのような事業展開をしているのでしょうか．

基本的にはNTTデータが金融系のお客さまに提供して
いるシステムやプラットフォームについて，その開発から
維持まで一貫して行っています．売り上げ規模で90％以上
がNTTデータと連携したビジネスとなっています．金融
業界といってもその領域は多岐にわたり，かつ提供するシ
ステムも大規模でその領域ごとに業務も異なるため，顧客
軸を意識した事業部と，技術 ・ ソリューション軸を強み
とした事業部でビジネス拡大をめざしています（表）．

https://www.nttdft.com/

金融 ・ 決済業務の
深い知見と高い技術力で
お客さまの信頼を得る

NTT データ フィナンシャルテクノロジーは，NTTデータのビジ
ネスの中核である金融業界関連システムの開発 ・ 維持を担う会社だ．
電電公社時代から培ってきた金融業界の業務に関する知見と高い技
術力でお客さまの信頼を得ている事業と，それを実現するうえでの
人材育成に対する思いを植木英次社長に伺った． 

NTTデータ フィナンシャルテクノロジー 植木英次社長

株式会社NTTデータ フィナンシャルテクノロジー
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激動の金融業界のお客さまに 
付加価値を提供できる人材育成

◆�事業を取り巻く環境はどのような状況でしょうか．
前述のとおり，金融自由化による新規参入，規制緩和に

よる業容の変化，低金利による収益悪化等，金融業界を取
り巻く事業環境はこれらを要因とした競争激化もあり，ま
すます厳しいものになっています．また，キャッシュレス
の推進やデジタルトランスフォーメーション（DX）の普
及に対応していくために，クラウド，セキュリティ，AI，
RPA（Robotic Process Automation）といった新し
い技術への対応やDXに関するさまざまな知見も必要となっ
ています．

当社にはエンジニアを中心として約1800名の社員がおり，
NTT データには高度なスキルやノウハウを有するコンサ
ルタントもいます．こうした人たちがお客さまへのコンサ
ルティングからシステム構築 ・ 維持をサポートしますので，
お客さまには安心してお任せいただけると思います．さら
には共同センタやプラットフォームサービスをご利用のお
客さまには，私たちがニーズを先取りした対応を行ってい
くことになりますので，大きな付加価値になると思います．

その意味で，私たちの1800名近くのエンジニアはまさに
当社の強みであり，財産でもあります．お客さまのご期待
にしっかりとこたえ，付加価値を提供していくためには，

人材確保 ・ 育成によりエンジニアの価値を高めていくこ
とが，今後も継続していく経営課題だと認識しています．
幸いなことにNTTデータグループとして人材育成プログ
ラムがあり，いい環境がありますので，これを最大限活用
して絶え間なく人材育成に取り組んでいくつもりです．
◆今後の展望についてお聞かせください．

事業概要にもありますが，私たちの事業は金融分野に
広く深くかかわっています．金融分野の事業は NTT デー
タにおいては，電電公社の時代からの歴史がある重要な
ビジネスであり，当然90％以上が NTT データとの連携
ビジネスである当社に対して NTT データの期待とそれ
に伴う責任は大きなものとなります．したがって，それ
にこたえていくためのパワーとスキルの基盤をより盤石
なものとしていくことに注力していきます．NFT は設立
後約 1 年しか経過していませんが，会社統合の目的を一
刻でも早く成就させるためにも，この取り組みは重要な
ものです．

とはいえ，当社には技術もノウハウも人材もあるので，
こうした取り組みの延長として技術等の適用領域を広げ
て，残りの10％の当社独自のビジネスも拡大していきた
いと考えています．

表　事業部と対象業務
事業部 対象業務（システム）

日銀システム事業部
日本銀行（日銀）に関連するさまざまなシステムの開発 ・ 維持，およびミッションクリティカ
ルを支えるオープン基盤の開発．
全国銀行協会（全銀）の決済ネットワークにも参画予定．

グローバルIT事業部 メガバンク，資金証券 ・ ファイナンス，グローバルペイメントに関連するシステムの開発 ・ 維持．
保険システム事業部 生損保業界の企業の基幹システムの開発 ・ 維持．

第一バンキングシステム事業部 バンキング勘定系PKG（BeSTA）の開発 ・ 維持，およびこれを用いた地方銀行，第二地方銀行
の基幹系システム共同センタの開発 ・ 維持．

第二バンキングシステム事業部 JAバンクの基幹システム（JASTEM），および信用金庫，信用組合等のバンキングの基幹系シス
テム共同センタの開発 ・ 維持．

eBDX事業部 ANSER関連の開発 ・ 維持．

決済イノベーション事業部 CAFIS の開発および関連する決済ネットワークの開発・維持．
クレジットシステム事業部 クレジット会社側の審査業務を担う共同オーソリゼーション関連システムの開発・維持．

テクノロジー＆ソリューション事業部
急成長する DX ニーズに対応するために，クラウド，セキュリティ，AI，RPA，生産技術，
e ビジネスなどの新技術領域を中心として既存のシステム等への適用支援等．
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担当者に聞く

◆ 担当されている業務について教えてください．
テクノロジー＆ソリューション事業部の技術戦略企画担

当で，NTT データ フィナンシャルテクノロジーが持つ
専門的な技術，ノウハウを活用して，新ビジネス創出を行っ
ています．NTT データとの連携による新ビジネス創出が
メインではありますが，私が参加していた社外のコミュニ
ティにおける縁があって，NTT データ フィナンシャルテ
クノロジーとして栃木県様の地域活性化関連施策を担当
しています．

地方銀行や信用金庫といった地域の金融機関は，経済の
プロとして顧客企業の生産性向上の支援をすることで，地
域経済を活性化させることに課題意識を持っています．こ
のためにはデジタル化やその先のDXがキーとなるのです
が，その人材がほとんどいないので，業務知識もあり日頃
からお付き合いのある当社との連携になります．一方で，
栃木県様は，①サービス業の生産性向上による企業の活性
化，②商店街 ・ 商工会議所といった団体をベースとした
地域活性化という 2 つの側面から課題解決に取り組んでい
ます．こちらもデジタル化やDXがキーとなるので，自治
体，地域の企業，NTTデータ フィナンシャルテクノロジー
による連携プログラムを走らせています．当社としては，
ソリューションやサービスの提供もありますが，それ以上
にお客さまにおけるこれらの利用支援をとおして，生産性
向上やDXに向けてお客さまの自立自走をめざしています．
自立自走がないことには継続的な活性化につながらないか
らです．

NTTデータにしてもNTT データ フィナンシャルテク
ノロジーにしても大企業とのお付き合いはあるものの，
地域の中小企業とのお付き合いはほとんどありません．大

企業と中小企業の間にはビジネス環境をはじめさまざまな
ギャップがあり，当然課題も異なってきます．オフィスで
考えていてもそのギャップにすら気付くことができません．
現地に飛び込んでいくことが大切で，最近ではオフィスの
外にいる時間のほうが長くなっていますが，リモートワー
クのおかげで効率的に仕事ができます．
◆今後の展望について教えてください．

まずは，お客さまの自立自走に向けて足しげく現場に入っ
ていくことに注力します．そして，これを 1 つの成功事例
としてほかへの展開を図っていきたいと思います．そして，
複数の事例の中で共通的な項目をプラットフォーム化，パッ

ケージ化していくことで新たなビジネスの創出につなげて
いきたいと思います．
◆担当されている業務について教えてください．

決済イノベーション事業部第二担当ではCAFISを中心
とした決済システムの開発 ・ 保守 ・ システムオペレーショ
ンを行っています．私はその中でも特に，故障対応力強化
を目的とした保守 ・ 運用改善プロジェクトに取り組んで
います．

CAFIS のようなシステムはトラブルが発生するとその
社会的影響が非常に大きなものとなります．この影響を小
さくするためにはトラブルを未然に防ぐことが最重要なの
ですが，トラブルをゼロにすることは不可能です．そこで，
トラブル発生時には原因分析を行い，暫定対処を含めて速
やかに復旧させなければなりません．

原因調査は各種の警報やシステムからのメッセージを解
析しながらり（罹）障個所や現象，原因等を分析し，それ
により対処方法を検討していきます．システムからのメッ
セージは膨大な量になり，トラブルと直接関係ないものま

金融業界で得た知見で地域活性化をサポートす
る新ビジネス創出

テクノロジー＆ソリューション事業部
青木 滋　さん

Xon Opsでシステムの故障対応力強化

決済イノベーション事業部
山田 裕央　さん
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で含まれています．その中から必要なメッセージを抽出し，
他の警報情報等と合わせて解析することで，原因特定に至
ります．そして，その原因と過去の事例等を対比させなが
ら，あるいは有スキル者の過去の経験等に立脚して対処方
法を決めて，それを現場と共有しながら対処していきます．
この説明でもお分かりかと思いますが，このプロセスを実
行するには多大なる稼働と高度なスキルが要求され，復旧
までの時間が長時間化する要因でもあります．トラブルが
複雑なものであれば，この時間はさらに延びます．

そこで，プロジェクトでは有スキル者のナレッジを蓄積
し，複数チームの固有ナレッジを活用しながら警報検知 ・
メッセージ抽出から原因特定までのプロセス ・ 対応を可
視化し，必要情報のみを関係者で共有するシステム「Xon 
Ops（エクソンオプス）」を開発しました．Xon Ops 導
入前後で，当該プロセスに要した時間が半分以下になり，
不要メッセージが大幅に削減されたことにより，運用担当
の稼働も15％以上削減されました．
◆今後の展望について教えてください．

当面は NTT データグループ内のシステムに Xon Ops
を広めていくことが中心となります．システムの運用 ・

保守を担当する人は，トラブルを発生させないことや正確
なオペレーションに気を遣うため，綿密な行動パターンを
とる傾向が強くなります．トラブル時のメッセージには実
際に必要のないものも多数あり，Xon Opsがその取捨選
択をしている，つまり多くのメッセージを捨てていること
に驚きと感覚的な抵抗を示されることが多いのですが，実
際の利用者の評判はすこぶるいいので，その紹介とともに
とにかく一度使っていただくことをとおして普及を図りた
いと思います．その先にはNTTデータグループ外のお客
さまへの拡大を視野に入れていくことになりますが，Xon 
Ops のチームとしては「システムトラブルで困っている
人をなくしたい」との思いを一貫して持っており，困りご
とのある方がいらっしゃればぜひ意見交換させていただき
たいと思っています．

問い合わせや詳細は，下記 URL をご参照ください．

■URL：https://landing.xonops.com/?utmsource=
ntj&utm_medium=web&utm_campaign=lp₂₀₂₃_₂

■VRリモート会議
リモートワークがすっかり世の中に定着してきましたが，NTTデータ フィナンシャルテクノロジーも多くの人がリモートワー
クをしているそうです．リモート会議もよく行われているのですが，その中であるチームがVR（Virtual Reality）リモート会
議をしているそうです．あるメンバーがVRゴーグルを買ってきてやってみようということになり，毎朝の朝会，およびその他
の会議は必要に応じて実施しています．音声も立体感を持って聞こえ，他のリモート会議ツールと比べて，相手が近くにいる
ような感じになり，親近感がわいてくるとのことです．それほどまでの没入感もあるため，会議が終わってゴーグルを外すと，
パソコンに向かって話していたつもりが実は壁のほうを向いていた，といったこともあるそうです． 
■日替わりで景色が変わるオフィス
本社はJRの浜松町駅のすぐ前にあるのですが，山手線に新しくできた「高輪ゲートウェイ」駅の近くにもオフィスがある
そうです．付近は再開発の最中で，次々と新しいビルが建築されたり，新橋－横浜間に国内初の鉄道を通すため1870年に着
工された「高輪築堤」の遺構が発見されたり，日替わりでその景色も変わっているそうです．この景色の変化を楽しみにして，
品川駅からわざわざ歩いてくる社員もいるそうです．近くには，線路の下を通るトンネルの高さがあまりに低く，屋根にラ
ンプのあるタクシーや，自転車に乗ったままで通過できない，背の高い人がかがんで通るという「お化けトンネル」もあり
ますが，これがなくなるとのことで寂しさを覚えている社員もいるようです．

NTTデータ フィナンシャルテクノロジーア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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はじめに

メタバース（Metaverse）という言葉は，1992年にニー
ル・スティーヴンスン氏の小説内で架空の仮想空間サービ
スとして登場した造語で，超越という意味のMetaと宇宙
を意味するUniverseが掛け合わさって成立したものです．
ここ数年で急速に一般化したメタバースですが，世界中で
確立された定義は存在しておらず，定義が乱立している状
況です．そのため，一概に「これがメタバース」と結論付
けることはできませんが，複数の定義の中で以下のような
共通要素が確認できます．

・ 三次元（3D）の仮想空間であること
・ 複数のユーザが同時参加し，空間を共有できること
・ 高い没入感が体験できること
これらの要素を集約すると「多くのユーザが同時に参加

でき，現実に近いリアルな体験が可能な三次元の仮想空間」
と理解できます．経済活動の存在や実世界との連動（デジ
タルツイン ＊ １ ）などを求める定義もありますが，現時点
でビジネス上の活用を考えるうえでは上記のようなイメー
ジを持っておけば十分でしょう．

メタバースのビジネス活用例

ここからは具体的なメタバースのビジネス活用を考えて
いきます．想定されるメタバースの活用例を表 1にまとめ
ました．

＊1	 デジタルツイン：現実のヒト ・ モノ ・ コトのデジタルコピーを仮想空間
上に表現する技術．データ分析や未来予測などのシミュレーションを実
行し，その結果に基づく最適な方法や行動を現実にフィードバックします．

表 1 　メタバースのビジネス活用例

活用例 業界 適用イメージ

店舗の出店・運営 小売，メーカー，金融，不動産，
地方自治体等

・ 仮想空間上で実際の店舗を再現し，現実の商品を販売する
・ アバターによる場所や時間にとらわれない接客サービスも提供可能

ショールームの設置 小売，メーカー，不動産等
・ �3Dモデルや魅力的なプレゼンを活用した商品のアピールの場として利用
する
・「触る」「動かす」といったインタラクティブな体験を提供できる

オンラインミーティング 全業種
・ �表情や仕草などを表現したアバター機能で，自然なコミュニケーション
を実現する
・ �感情認識や会話の自動翻訳機能でミーティングをサポート

トレーニング・研修 小売，メーカー，金融，インフラ，
スポーツ等

・ �接客，非常時，装置利用，勉強会等をメタバース空間で開催する
・ �五感にアプローチした体験が可能なため，事故・防災訓練やスポーツに
も適性

街並み再現
（ミラーワールド） 観光，地方自治体等

・ �現実の都市や観光地を仮想空間上に再現する（ミラーワールド）
・ �観光資源のアピールや町おこしのほか，デジタル上での文化財保存の役
割もあり

共同作業 小売，メーカー，インフラ等

・ �設計中の製品を仮想空間上で共有し，多人数で共同作業可能な空間を
提供
・ �同時作業での設計～テストの効率化とコラボレーションによるアイデア
創出を支援

from NTTデータ

広がるメタバースのビジネス活用
─期待と課題を探る
近年，バズワードとしてあらゆる業界から注目を集めるメタバース．まだまだ発展途上であるメタバースですが，ビジネス領

域への活用も本格化し始めています．NTTデータでは世界６カ国（日本，米国，中国，イタリア，ドイツ，インド）において，
メタバースの最新技術の検証や先進顧客との共同検討を推進しています．ここでは，活用例や構成要素を紐解きながら，メタバー
スのビジネス活用における期待と課題について解説します．
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ここからは表中で主要なメタバースの活用事例と考えら
れる ３ つをピックアップして解説していきます．

まずは仮想空間上に実際の店舗を再現し，商品を販売す
る「店舗の出店・運営」です．通常の実店舗を運営する場
合，物理的な制約が存在するため対人での接客が必須とな
り，遠隔地にいる顧客への対応が難しくなるなど顧客接点
の創出において障壁となり得ます．仮想空間上に店舗を運
営することによって，距離の壁を越えて新規顧客へのアプ
ローチやアバターを介した非接触での接客を可能とし，さ
らには通常のオンラインショッピングでは提供できない，
インタラクティブな購買体験を提供できると考えられます．

また「トレーニング・研修」領域もメタバースと親和性
が高い活用先として認知されています．一般的なトレーニ
ングや研修の場合，座学では机上レベルのレクチャーにと
どまりがちであるため，一方で実地研修や体験学習は人・
時間・費用面のコストが高くなります．対して，メタバー
ス空間上でのトレーニングが実現できれば，現実に近く，
より臨場感の高い教材コンテンツを場所や時間を問わずに
提供することが可能です．加えて，実際には再現が難しい
ような危験体験や災害体験にも効果を発揮すると考えられ
ます．

メタバース上での「共同作業」は，業種を問わず広く活
躍できる領域と考えられます．例えば，企画段階の製品を
３Dモデルとしてメタバース空間内に配置し，複数人で会
話しながら成果物のレビュー・改良を行うことができれば，
合意形成の迅速化や共同作業によるアイデア創出が期待で
きます．また，遠隔地にいるエンドユーザにも門戸を開く
ことで，開発者とエンドユーザがコラボレーションした新
しい商品開発の手法をつくり出せるかもしれません．

表 1 のとおり，ほかにも数多くの活用事例が想定され，
既存のサービスの組合せ次第でメタバースの活用先は無限
に広がります．メタバースの強みや特徴を踏まえて，現状
のビジネスとどう融合させるのか，十分に検討することが
重要です．

メタバースの構成要素

ここではメタバースの特徴理解のため，構成要素を分解
しその全体像を整理していきます．メタバースを俯瞰的に
理解することで，ビジネス活用において留意すべきポイン

トを明確化していきます．
Application，Platform，Technologyの 3 層構造とし

てメタバースを分解すると，図のように表現できます． 
まず，Applicationについては，通常私たちが目にする

メタバースの姿であり，現在，特定のサービスを提供する
メタバース・コンテンツは一般的にここに属します．目的
や活用シーンに合わせて，独自のデジタル空間の作成やカ
スタマイズが行われるのが特徴です．

２ 番目のPlatformは，メタバースを構成するために必
要な共通機能を備えた基盤です．2023年現在，メタバース
の作成と公開に特化した「メタバース・プラットフォーム」
が 複 数 存 在 し て い ま す． 主 要 な も の と し て，Mozilla 
Hubs（１）やNTTコノキューが提供するDOOR（２），国内のメ
タバースの先駆的サービスとして知られるCluster（３），世
界でもっとも接続者の多いVR（Virtual Reality）仮想空
間と知られるソーシャルゲームのVRChat（４）が挙げられま
す．特に，Mozilla Hubsはオープンソースソフトウェア

（OSS）として提供され多数のユーザによる改良が行われ
ており，個人利用からビジネス活用まで幅広いユースケー
スに適用が可能なメタバース・プラットフォームとして認
知されています．

押さえておくべき点は，現在のメタバースの多くはメタ
バース・プラットフォーム上で提供されている点です．し
たがって，メタバースのビジネス活用を考えた場合，どの
プラットフォームを選択するかが重要となります．既存の
メタバース・プラットフォームは対応するヘッドマウント
ディスプレイ（HMD）の対応機種，PC・スマートフォン
での利用可否やユーザのアクセシビリティ，描画性能など
特徴が異なるため，どういったサービス実現したいか，ター
ゲットは誰かなど，多角的な視点で検討することが必要
です．

3 番目はTechnologyについてです．図で示したとおり，
VRデバイスやモーションキャプチャといった周辺機器は
当然のこと，さらに視野を広げれば第 5 世代移動通信シス
テム（5G）・第 6 世代移動通信システム（６G）といったネッ
トワーク技術，チップ・プロセッサといった演算装置など，
数多くの技術が現在のメタバースを支えています．これら
の 1 つひとつの技術の発展が相互に絡み合い，メタバース
の進化をさらに加速させていると理解できます．ビジネス
活用においては，期待する要件をPlatformが提供する機
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能だけでは達成できない場合，最新技術を積極的に採用す
ることで課題を解決し，より先進的で魅力的なサービスを
実現できる可能性があります．他メタバースサービスとの
差別化やキラーコンテンツとしてのメタバースを実現した
い企業・団体は，関連する技術群を継続的にウォッチし，
最新技術の活用のあり方を検討することが重要です．他者
に先駆けて先駆的なメタバースを展開することができれば，
黎明期であるメタバース領域において優位性を確保できる
と考えられます．

メタバースの課題

期待が先行しているメタバースですが，多くの課題があ
ります（表 ２）．この中で特に留意しておきたい点につい
て触れていきます．

まず技術的・運用的な課題として，もっとも大きいもの
が「デバイスの成熟度と普及」です．ここで言う「デバイ
ス」とは，メタバースを高い没入感をもって体感できる
HMDなどのVR機器を指します．Meta Quest 2（５）を筆頭
に，ここ数年でHMDは急速に進化し，低価格で高性能な
製品を入手できるようになったものの，リアリティの再現

度や「VR酔い」への対処には改良の余地があり，一般消
費者における普及率もスマートフォンには遠く及ばない状
態です．臨場感やインタラクティブな体験といったメタバー
スの真の価値は，HMDなどのデバイスを通して発揮され
るものであるため，限られたデバイス性能でもユーザに魅
力的と思われるバーチャルコンテンツの作成が必要と考え
られます．また参加者の裾野を広げるという意味では，
PCやスマートフォンでも参加できるプラットフォームを
選定するなど，課題を踏まえた工夫が必要です．

表 2 　メタバースの課題

技術・運用面の課題

・ デバイスの成熟度と普及
・ ワールドの製作コスト
・ １ ワールド当りの同時接続数
・ 接客が必要な場合の人員配置
・ 企業利用時のセキュリティ対策等

制度面の課題

・ 匿名性と実名制の保証
・ 行動データの適切な取り扱い
・ �AML／CFT（マネーローンダリングお
よびテロ資金供与対策）
・ 消費者保護，詐欺的行為の防止
・ いやがらせ，暴力的行為の防止・監視等

図　メタバースの構成要素図 メタバースの構成要素
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他の技術的・運用的な課題としては高品質の3D空間の
作成コストが高いことや，同時接続可能な人数が少ない（多
くのメタバース・プラットフォームでは15〜30名程度を上
限に設定），メタバース上に接客用の人員を配置する必要
があることなどが挙げられます．特に3D空間の作成コス
トに関しては，現実に近い高品質なワールド＊ ２ を作成し
たい場合，モデリングソフトウェアや Unity（６）・Unreal 
Engine（７）などのゲームエンジンを活用した専門的なモデ
リングスキルが必要とされるため，現状では時間・費用の
両面で大きなコストが掛かります．この課題に対しては，
写真から現実の物体や空間の３Dモデルを生成するフォト
グラメトリ（Photogrammetry）＊ ３ やレーザスキャナに
よる空間キャプチャ，NeRF＊ ４ ，またはAI（人工知能）
による３Dオブジェクトの自動生成など最新技術の応用が
期待されます．

次に制度的な課題ですが，一貫していえるのはメタバー
スという概念に対して法制度が追いついていない点が挙げ
られます．特に個人情報保護は消費者にとって身近な問題
であるため，最低でもメタバース上での匿名性の担保や行
動履歴の取得有無・提供範囲などは，プライバシポリシー
で明記しておく必要性があるでしょう．さらにメタバース
上での反道徳的・反社会的な行為に対しては，法制度の充
実とともに，サービスを提供する側も不正ユーザの監視や
公的機関への情報提供といった然るべき対策を要請される
可能性があります．欧州刑事警察機構（ユーロポール）は，
2022年10月に法執行機関から見たメタバースの現状や懸念
をまとめたレポートを公開（８）しています．その中では利用
者の60％以上が16歳以下といわれているメタバース・ゲー
ムROBLOX（９）が，2021年に検知されたオンライン上での
フィッシング件数でワースト ８ 位を記録したことが報告さ

れていること，マネーロンダリングやテロリズムの拠点と
してメタバースが犯罪者の注目を集め始めていることに警
鐘を鳴らしています．運用者・利用者を問わず，メタバー
スを土壌とした新しいサイバー犯罪の発生リスクも年々高
まってきていることも理解しておく必要があります．

メタバースのビジネス活用を考える場合，上記のような
課題やリスクを広く認識しておくことは不可欠と考えられ
ます．技術面，制度面いずれについても，状況は流動的で
あるため国内外の最新情報のキャッチアップが重要です．

メタバースのこれから

ここまで見てきたとおり，メタバースは期待と課題が渦
巻く状況であり，今すぐ誰もがメタバースに参加する世界
にはならないかもしれません．しかし，企業の投資や国内
での法整備の動き（１０）は活発さを増しており，前述の課題
は近い将来解決される可能性が高いと考えられます．

今からメタバースのビジネス活用について議論し，現時
点での技術で実践してみることは，将来メタバースビジネ
スを創出するうえで重要な知見を与えてくれることは確実
です．そしてそれは，来たるべき「メタバース新時代」を
生き抜くための第一歩となるでしょう．
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＊2	 ワールド：メタバースで提供される仮想的な３D空間のこと．目的に合わ
せて，建造物の再現や商品の3Dモデル配置など，さまざまなワールドが
作成されます．メタバース ・ プラットフォームによっては，ワールドの
作成ツールやユーザが自由にワールドを公開する機能が提供されています．

＊３	 フォトグラメトリ：複数の写真から三次元形状を復元する３Dスキャン方
式の1つ．写真データを使用するため，模様や形状を３Dモデルにリアル
に反映することができ，最新事例ではドローン空撮による巨大建造物の３
Dモデル化や水中カメラを使用した海中遺跡の再現にも活用されています．

＊４	 NeRF：Neural Radiance Fieldsの略であり，物体や空間を撮影した複数
の写真から，深層学習を用いて自由視点の画像を生成する技術．自由な
視点から見た対象物の画像を生成することができるため，HMDを通した
高解像度の仮想空間や３D動画像の投影などに応用が期待されています．


